
中
近
世
の
禁
裏
小
番
と
武
家
睨
近
衆

田
　
中
　
暁
　
龍

は
じ
め
に

　
近
世
の
朝
廷
や
公
家
社
会
の
実
像
に
つ
い
て
は
、
近
年
多
く
の
研
究
成
果

が
蓄
積
さ
れ
、
武
家
政
権
と
の
関
係
を
含
め
、
朝
廷
内
の
様
々
な
集
団
や
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

織
、
制
度
等
の
認
識
を
少
し
ず
つ
深
め
て
き
て
い
る
。

　
一
方
、
中
世
の
朝
廷
に
つ
い
て
の
研
究
も
近
年
多
く
の
研
究
成
果
が
刊
行

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
、
中
世
の
公
武
関
係
に
つ
い
て
、
例
え
ば
水
野
智
之

氏
の
整
理
に
よ
れ
ば
、
室
町
期
の
国
家
構
造
の
分
析
の
課
題
の
一
つ
と
し
て
、

朝
廷
や
公
家
勢
力
の
動
向
に
注
目
し
た
公
武
関
係
の
研
究
が
行
わ
れ
、
幕
府
・

朝
廷
の
交
渉
を
主
に
担
っ
た
伝
奏
の
評
価
を
め
ぐ
り
研
究
が
深
め
ら
れ
た
と

さ
れ
る
。
ま
た
、
水
野
氏
は
「
南
北
朝
期
の
過
程
で
天
皇
や
朝
廷
権
力
が
実

質
的
な
支
配
権
の
多
く
を
喪
失
し
た
こ
と
と
、
織
豊
期
に
天
皇
が
国
家
機
構

上
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
の
見
方
は
、
お
よ
そ
一
致
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
そ
の
過
渡
期
に
あ
た
る
室
町
～
戦
国
期
の
天
皇
や
朝
廷
権
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か
が
議
論
さ
れ
る
べ
き
段
階
に
あ
る
。
」
と
指
摘
し

て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
中
世
か
ら
近
世
へ
の
移
行
期
と
の
問
題
を
考
え
あ
わ
せ
な

が
ら
、
中
世
の
朝
廷
ま
た
は
公
家
社
会
が
武
家
政
権
と
の
か
か
わ
り
に
お
い

て
い
か
な
る
推
移
を
経
て
そ
の
関
係
が
形
成
さ
れ
た
か
、
ま
た
は
そ
の
関
係

に
ど
の
よ
う
な
変
容
が
あ
っ
た
か
を
解
明
し
て
い
く
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
中
近
世
の
移
行
期
の
朝
廷
を
、
武
家
政
権
と
の
関
係
か
ら
い

か
に
と
ら
え
て
い
く
か
と
い
う
課
題
に
つ
い
て
、
こ
の
時
期
に
制
度
的
変
容

を
抱
え
な
が
ら
推
移
す
る
「
禁
裏
小
番
」
と
「
武
家
泥
近
衆
」
の
二
つ
に
着

目
し
て
考
察
を
試
み
る
。
特
に
、
「
禁
裏
小
番
」
と
「
武
家
泥
近
衆
」
の
研
究

は
、
室
町
期
、
戦
国
期
、
織
豊
期
、
江
戸
期
と
、
各
時
期
に
お
け
る
蓄
積
を

深
め
つ
つ
も
、
時
期
的
変
容
の
問
題
や
ま
た
は
各
時
期
相
互
の
連
続
性
に
つ

い
て
は
必
ず
し
も
十
分
に
検
討
を
し
て
こ
な
か
っ
た
側
面
が
あ
り
、
こ
の
点
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を
踏
ま
え
て
考
察
し
、
今
後
の
研
究
を
深
め
る
た
め
の
一
助
と
し
た
い
。

一
、
中
近
世
の
禁
裏
小
番

　
（
一
）
禁
裏
小
番
に
か
か
わ
る
先
行
研
究

　
ま
ず
は
明
石
治
郎
氏
の
研
究
成
果
に
着
目
し
て
み
た
い
。
明
石
氏
は
、
禁

裏
小
番
の
制
度
に
つ
い
て
「
永
享
年
間
に
将
軍
義
教
の
主
導
の
下
、
一
応
完

成
さ
れ
、
廷
臣
層
に
定
着
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
文
安
の
頃
に
は
必
要
に

応
じ
て
御
前
番
が
小
番
に
副
え
ら
れ
る
よ
う
な
形
と
な
り
、
…
…
文
明
初
期

に
は
内
々
番
と
し
て
禁
裏
小
番
に
組
み
込
ま
れ
…
…
（
文
明
八
年
以
後
）
禁

裏
小
番
は
内
々
小
番
と
外
様
小
番
の
ふ
た
つ
の
小
番
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

よ
う
に
改
ま
り
、
そ
の
後
こ
の
形
式
が
継
続
さ
れ
て
い
く
」
（
カ
ッ
コ
内
は

著
者
が
付
し
た
）
と
述
べ
て
い
る
。

　
池
享
氏
は
、
戦
国
期
に
お
い
て
太
政
官
会
議
が
形
骸
化
し
、
摂
関
家
の
朝

廷
政
治
へ
の
不
関
与
と
い
う
状
況
の
な
か
、
朝
廷
政
治
を
担
っ
た
の
が
禁
裏

小
番
衆
、
特
に
弁
官
な
ど
を
つ
と
め
、
大
中
納
言
ま
で
昇
進
し
た
実
務
官
僚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

の
家
柄
の
中
流
公
家
層
（
名
家
・
羽
林
）
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

ま
た
池
氏
は
、
「
天
皇
（
あ
る
い
は
予
定
者
）
の
母
に
限
る
な
ら
ば
、
後
奈
良

天
皇
が
勧
修
寺
氏
、
正
親
町
天
皇
が
万
里
小
路
氏
、
政
仁
親
王
が
万
里
小
路

氏
、
後
陽
成
天
皇
が
勧
修
寺
氏
と
、
い
ず
れ
も
禁
裏
小
番
衆
で
し
か
も
内
々

衆
の
家
を
出
自
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
将
軍
家
・
摂
関
家
の
子
女
が
通
例

と
な
る
（
し
か
も
養
子
に
し
て
ま
で
）
後
水
尾
天
皇
以
降
と
き
わ
め
て
対
比

的
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
禁
裏
小
番
衆
の
家
々
は
、
子
女
を
女
房
と
し
て
御
所

に
送
り
込
み
、
天
皇
の
日
常
の
世
話
を
さ
せ
る
と
と
も
に
、
皇
子
女
を
産
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

せ
て
天
皇
家
と
姻
戚
関
係
を
結
び
、
さ
ら
に
は
天
皇
の
外
戚
の
地
位
を
に
つ

　
　
　
　
　
　
（
6
）

い
た
の
で
あ
る
。
」
と
い
う
指
摘
を
行
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
母
利
美
和
氏
は
、
近
世
初
期
の
絶
家
の
再
興
、
新
家
の
取
り
立
て

な
ど
に
よ
る
公
家
数
の
増
加
に
伴
っ
て
内
々
・
外
様
の
差
替
が
顕
著
に
行
わ

れ
、
後
水
尾
天
皇
が
、
内
々
衆
の
中
か
ら
特
に
睨
懇
の
者
、
外
様
で
天
皇
の

寵
愛
を
受
け
内
々
に
差
し
替
え
に
な
っ
た
者
を
「
御
伽
衆
」
と
し
て
集
団
を

形
成
し
、
そ
の
後
、
近
習
小
番
の
新
設
を
含
め
た
禁
裏
小
番
制
度
の
再
編
に

　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

至
る
過
程
を
展
望
し
た
。

　
本
田
慧
子
氏
は
、
内
々
・
外
様
小
番
の
形
態
や
職
務
、
法
度
や
賞
罰
の
実

態
を
究
明
し
、
内
々
・
外
様
の
差
替
に
つ
い
て
は
、
勧
修
寺
政
顕
の
妹
藤
子

が
後
柏
原
天
皇
の
典
侍
（
後
奈
良
天
皇
の
生
母
）
に
な
っ
た
こ
と
を
背
景
に

正
親
町
・
勧
修
寺
・
田
向
・
東
坊
城
の
四
家
が
外
様
か
ら
内
々
に
差
替
と
な
っ

た
こ
と
な
ど
を
含
め
、
天
皇
の
近
臣
や
武
家
伝
奏
へ
の
補
任
や
出
自
な
ど
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

よ
り
差
替
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
ま
た
拙
稿
で
は
、
寛
文
三
（
一
六
六
三
）
年
の
霊
元
天
皇
践
詐
の
際
、
後

水
尾
法
皇
が
内
々
・
外
様
番
と
別
に
近
習
番
を
設
け
、
天
皇
の
動
静
に
か
か

わ
る
近
習
衆
を
精
選
し
て
禁
中
の
統
制
を
行
お
う
と
し
た
こ
と
、
延
宝
期
に

霊
元
天
皇
の
近
臣
集
団
が
形
成
さ
れ
る
に
し
た
が
い
、
内
々
衆
↓
近
習
衆
↓

議
奏
↓
武
家
伝
奏
と
い
う
一
つ
の
コ
ー
ス
を
経
る
者
が
現
れ
、
元
禄
期
の
終

わ
り
頃
に
は
近
習
小
番
の
独
立
編
成
を
含
め
、
江
戸
時
代
の
禁
裏
小
番
の
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

度
の
確
立
を
み
た
と
結
論
づ
け
た
。
さ
ら
に
後
水
尾
法
皇
が
、
霊
元
天
皇
の
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行
動
を
憂
慮
し
、
御
側
衆
（
後
の
議
奏
）
に
対
し
て
近
習
衆
及
び
禁
裏
小
番

衆
の
統
制
を
担
わ
せ
、
幕
府
も
、
こ
う
し
た
朝
廷
の
枠
組
み
を
重
視
し
、
禁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

裏
小
番
衆
の
統
制
を
支
え
た
こ
と
（
「
中
院
通
茂
日
記
」
寛
文
十
一
年
六
月
八

日
条
）
、
貞
享
四
（
一
六
八
七
）
年
に
霊
元
天
皇
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
た
壁
書

が
、
以
後
歴
代
天
皇
の
即
位
の
た
び
に
発
せ
ら
れ
た
こ
と
、
禁
裏
小
番
の
統

制
法
が
、
公
家
の
不
行
跡
事
件
が
起
こ
る
た
び
に
公
家
の
行
動
規
制
と
セ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

ト
で
発
せ
ら
れ
た
こ
と
（
「
内
々
外
様
番
所
記
識
抄
」
）
、
な
ど
も
指
摘
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
成
果
を
も
と
に
中
近
世
の
禁
裏
小
番
の
変
遷
を
整
理
す
る
と
、

次
頁
の
表
1
「
禁
裏
小
番
の
変
遷
」
の
よ
う
に
表
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ

を
概
観
す
る
と
、
室
町
期
の
禁
裏
小
番
は
足
利
義
満
・
後
小
松
天
皇
の
治
世

　
　
　
　
（
1
2
）

に
端
を
発
し
、
足
利
義
教
・
後
花
園
天
皇
の
治
世
で
再
編
さ
れ
、
文
安
期
に

は
内
々
・
外
様
の
二
つ
の
小
番
に
編
成
さ
れ
て
、
こ
の
枠
組
み
が
近
世
に
引

き
継
が
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
後
、
中
世
末
か
ら
近
世
初
期
に
か
け
て

内
々
・
外
様
の
家
の
差
替
が
広
範
に
行
わ
れ
る
一
方
、
禁
裏
小
番
の
家
か
ら

は
天
皇
の
女
房
に
送
り
込
ま
れ
る
子
女
が
輩
出
し
、
禁
裏
小
番
衆
の
中
に
は

天
皇
の
外
戚
の
地
位
に
つ
く
と
と
も
に
、
天
皇
の
近
臣
を
形
成
す
る
者
が
出

た
。
そ
し
て
、
寛
文
期
、
後
水
尾
法
皇
が
霊
元
天
皇
践
詐
の
際
、
内
々
・
外

様
小
番
に
加
え
て
近
習
小
番
を
設
け
、
元
禄
期
に
至
っ
て
近
習
・
内
々
・
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

様
の
禁
裏
小
番
制
度
の
確
立
を
み
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
禁
裏
小
番
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
て
、
幾
つ
か

の
検
討
す
べ
き
点
に
つ
い
て
、
次
節
で
若
干
の
考
察
を
行
う
。

　
（
二
）
禁
裏
小
番
の
制
度
と
変
遷
に
つ
い
て
の
若
干
の
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

　
ま
ず
は
史
料
1
を
次
に
引
用
す
る
。
史
料
1
「
職
方
聞
書
井
覚
書
」
は
、

正
親
町
実
豊
（
の
ち
議
奏
・
武
家
伝
奏
を
歴
任
）
が
寛
文
四
年
に
宮
廷
の
職

制
や
作
法
に
つ
い
て
記
し
た
聞
書
を
、
孫
の
正
親
町
実
連
か
ら
、
寛
保
元
（
一

七
四
一
）
年
に
廣
幡
長
忠
が
筆
写
し
た
も
の
で
、
中
近
世
の
移
行
期
の
朝
廷

に
か
か
わ
る
聞
書
の
内
容
の
多
く
は
、
三
条
西
実
教
が
実
豊
の
質
問
に
答
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

た
こ
と
を
書
き
記
し
て
い
る
。

【
史
料
1
】
「
職
方
聞
書
井
覚
書
」

　
（
端
書
）
長
忠
今
案
為
可
事
、
如
此
へ

　
　
　
　
　
加
朱
点
、
或
珠
重
ト
書
加

　
　
　
　
　
不
審
之
義
、
注
其
子
細
、

　
　
　
　
　
為
相
知
義
ハ
、
不
加
朱
者
也
、
…
…
（
中
略
）

　
①
　
一
へ
自
正
月
朔
日
至
十
五
日
、
恒
御
所
ノ
御
盃
二
、
於
御
前
内
≧
衆
女
中

　
　
二
被
下
天
盃
…
…

　
　
頂
戴
メ
其
マ
㌧
恭
ナ
ヒ
ト
、
勾
当
内
侍
へ
申
也
、
申
様
少
屈
メ
ナ
リ
、

　
　
高
官
者
少
屈
ス
、
浅
官
ハ
深
ク
屈
也
、
予
註
、
天
盃
・
天
酌
・
御
通
ナ

　
　
ト
ノ
御
盃
二
御
前
ヘ
マ
イ
ル
事
、
申
ロ
ナ
ト
ニ
テ
、

　
　
　
珍
重
し
ニ
　
　
　
　
　
モ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ワ
ケ

へ
天
盃
頂
戴
モ
旧
ヲ
ナ
カ
リ
シ
也
、
後
花
園
院
ノ
御
代
ヨ
リ
有
之
分
ハ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ト

伏
見
殿
御
子
也
、
　
帝
王
院
湘
胴
杯
ノ
非
御
子
ヨ
リ
テ
、
諸
臣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ヒ

鮪レ

體
♀
|
団
鰍
ワ
、
ヲ
恭
ナ
カ
リ
テ
、
靡
ケ
ラ
レ
ン
為
也
御
智
謀
ナ
玖

三
大
予
聞
、

後
花
園
院
御
代
儀
ヲ
万
事
御
吉
例
二
被
用
事
也
、
左
様
二
可
相
分
得
ト
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表1．禁裏小番の変遷①

年　代 天皇 将軍 できごと 典拠

永徳3（1383） 後小松 ③義満 義満が「内裏小番事」を厳命する（6／2条） 吉田家日次記

応永13（1406） 後小松 ④義持 「禁裏番」「禁裏当番」の語が見出せる 教言卿記

応永23（1416） 称光 ④義持 義持、後小松上皇に図り、禁裏ノ」幡の制度を強化（6／19条） 康富記

永享2（1430） 後花園 ⑥義教 後花園天皇、6代足利義教による禁裏ノ」藩の改編（5／11条） 薩戒記

禁裏・仙洞小番の編成：勤番細則の規定・小番精勤の命令

永享6（1434） 後花園 ⑥義教 後小松上皇死去にともない、禁裏小番は仙洞小番を吸収 看聞日記

（11／21条）

嘉吉3（1443） 後花園 ⑦義勝 「御前番」が見出せる（2／9条）。9／23内裏襲撃事件 建内記

文安元（1444） 後花園 （空位） 夜間の御前砥候（「泥近御前六人」）が見出せる（4／10条） 建内記

文明2（1470） 後土御門 ⑧義政 後花園法皇の死後、禁裏小番に一本化する（12／26条） 大日本史料

文明8（1476） 後土御門 ⑨義尚 「御前衆」15人・「外様番衆」24人（3／8条）。 親長卿記

内々（「御前」「近臣」）小番が成立し、禁裏小番が内々・ 親長卿記

外様小番の2形式となっていく（4／1条）

長享2（1488） 後土御門 ⑨義尚 内々・外様小番それぞれの番帳の最も早い例が見出せる 実隆公記

（10／4条）

文亀2（1502） 後柏原 ⑫義澄 内々・外様小番の別を示す番帳（年頭記） 宣胤卿記

1500～1530年代 〈公家の地方在国者の急増〉

天文19（1550） 後奈良 ⑬義藤 外様衆が副番として内々に砥候するようになり、後奈良 言継卿記

朝後期には、外様衆が内々衆に加わるようになった（2／9条）

永禄13（1570） 正親町 ⑮義昭 禁裏小番の精勤命令が出る 言継卿記

天正7（1579） 正親町 織田信長が禁中北門番・庭中等の警護を禁裏小番衆に命じる 言継卿記

文禄4（1595） 正親町 豊臣秀吉は、「御掟追加」により公家が「公儀への奉公 浅野家文書

を専らにすること」を明文化した

慶長4（1599） 後陽成 「内々・外様小番衆掟事」が禁中より発せられる 慶長日件録

慶長8（1603） 後陽成 ①家康 内々・外様小番壁書が出される（9／2条） 慶長日件録

慶長18年（1613） 後陽成 ②秀忠 内々・外様小番掟が出される 言緒卿記

慶長18年（1613） 後陽成 ②秀忠 公家衆法度において小番を「無癬怠相勤」ように規定 言緒卿記

慶長～寛文期 ＜絶家の再興・新家の設立など公家数の増加により急激

な内々・外様間の差替→　元和期後半に固定化される〉

寛永末年 後光明 ③家光 武家伝奏が小番御免となる 職方聞書井覚書

寛文3（1663） 霊元 ④家綱 内々・外様小番に加えて新たに奥小番＝近習小番が編成 菊亭文庫

寛文10（1670） 霊元 ④家綱 「小番無解怠可有参勤」を触れる 菊亭文書

武家伝奏と御側衆が小番御免

寛文11（1671） 霊元 ④家綱 五人衆・近習衆条目により、五人衆が近習衆を統括する 中院通茂日記

ことが規定される

貞享4（1687） 霊元 ⑤綱吉 禁裏小番壁書が制定される→以後、即位時に出されるこ 通誠公記

とが慣例となる

→霊元院は独自の近臣編成と院参衆の再編を行う 勧慶日記

元禄期 東山 ⑤綱吉 近習・内々・外様小番の確立 基長卿記

明治元（1868） 明治 近習・内々・外様が合一して内番衆となり、内々・外様 山科言成日記

の称も廃止（閏4／21）
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四
人
衆
也
怖
略
サ
以
園
大
．
実
豊
仙
洞
法
皇
也
被
仰
也
、
三
大
実
教
卿
被
聞
日
、

　
　
　
　
ヲ
ハ
シ

　
日
嗣
宮
御
マ
サ
ス
メ
、
伏
見
殿
家
ヨ
リ
ツ
カ
レ
タ
レ
ハ
、
少
モ
朝
家
ノ

御
吉
例
ト
ハ
イ
ハ
レ
ヌ
也
、
…
…
（
中
略
）

②
　
　
　
面
自
ン

一
へ
旧
カ
ラ
正
親
町
院
御
宇
マ
テ
、
名
家
ノ
輩
者
、
御
前
ニ
テ
御
相
伴
メ

御
料
理
被
下
儀
ハ
曽
以
ナ
カ
リ
シ
ヤ
、
　
後
陽
成
院
ノ
御
時
二
、
御
外

戚
ニ
テ
始
テ
万
里
小
路
ノ
ト
レ
ヤ
ラ
ン
カ
ラ
、
御
相
伴
ナ
リ
ト
、
前
ニ

　
ヨ
リ
ノ
言
伝
ナ
リ
、
名
家
衆
キ
カ
レ
ハ
、
イ
シ
ワ
ル
ク
思
ハ
レ
ン
ト
三

大
実
教
日
瑚
鰍
耀
輔
髄
箸
降
…
…
（
中
略
）

③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
バ
ン

一
へ
後
花
園
院
御
代
、
近
者
、
禁
中
ノ
小
番
ヲ
勤
而
、
非
番
之
時
二
、
御

情
ニ
テ
院
ノ
御
番
ヲ
勤
メ
タ
ル
也
、
只
今
様
二
、
誰
者
院
参
衆
ト
テ
、

其
院
ノ
御
番
モ
、
万
端
之
御
用
ヲ
モ
常
二
相
勤
テ
、
禁
中
ノ
小
番
ヲ
不

勤
事
者
、
曽
以
無
之
事
也
、
三
大
実
教
貝
小
番
ト
言
す
、
昔
者
、
大
勢

　
大
番
ノ
名
目
可
相
尋

御
番
ヲ
為
勤
ユ
へ
、
謂
大
番
也
、
小
番
ハ
、
小
勢
ニ
テ
勤
御
番
ユ
へ
、

　
可
書
二
出
哉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ト

対
大
番
、
謂
小
番
也
、
番
所
ハ
、
ソ
レ
く
二
替
リ
テ
大
番
者
、
小
舎

ね
オ
ォ
ト
ね
リ
タ
キ

人
・
大
舎
人
・
瀧
口
・
外
記
・
史
・
六
位
ノ
蔵
人
・
四
位
・
五
位
非
参

議
腓
参
慷
歌
砒
疹
犠
仲
不
参
議
・
納
言
・
大
臣
、
悉
ク
為
勤
ユ
へ
、
謂
大
番

也
、
小
番
者
、
大
臣
・
六
位
以
下
不
勤
也
、

　
ル
事
二
為
成
、
伍
今
モ
勤
ル
也
、

④

　
其
後
又
六
位
蔵
人
者
、
勤

（
中
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ヨ
ウ

一
へ
堂
上
ノ
殿
上
人
、
従
十
五
歳
勤
禁
中
小
番
事
者
、
従
　
後
陽
成
院
御
宇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
　
ワ
ウ

始
ル
也
、
十
五
才
ヨ
リ
従
已
前
勤
ケ
ル
ヲ
、
已
往
者
学
問
ヲ
仕
様
ニ
ト

　
　
　
ヲ
ユ
ル
シ

ア
リ
、
御
許
ニ
テ
十
五
才
カ
ラ
勤
ル
也
、
火
用
心
彼
是
ト
云
、
尤
之
事

也
、

　

一
へ
武
家
ノ
伝
奏
ノ
御
番
御
免
ハ
、
後
光
明
院
ノ
御
宇
ノ
始
ヨ
リ
始
ル
也
、

法
皇
御
宇
三
西
大
納
言
実
条
・
中
院
中
納
言
通
村
両
伝
奏
ニ
テ
御
番
勤
仕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ボ
　
　
ナ
リ

　
　
　
　
ニ
ン
ク
ワ
イ

也
、
三
西
任
塊
以
後
内
大
臣
也
御
免
、
本
院
御
宇
三
西
前
右
大
臣
実
条
・
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヰ

野
前
大
納
言
獺
翻
難
似
ナ
坂
後
光
明
院
御
宇
始
ツ
カ
タ
、
今
出
川
前
大
納

言
経
季
・
飛
鳥
井
前
大
納
言
雅
．
一
乍
二
人
御
免
、
同
御
宇
清
閑
寺
前
大
納

言
共
房
・
野
宮
前
大
納
言
定
逸
二
人
共
二
御
免
也
、
新
院
ノ
時
同
、
当
仙

洞
御
宇
勧
修
寺
前
大
納
言
経
広
・
飛
鳥
井
前
大
納
言
雅
章
乍
二
人
御
免
、

予
御
番
法
皇
仰
ニ
テ
御
免
ナ
リ
、
有
難
候
得
共
、
昨
今
ノ
儀
ト
申
、
未

　
チ
　
　
　
オ
ぬ

若
ト
申
、
先
相
勤
度
ト
申
所
二
、
達
而
御
許
ア
ル
ニ
ヨ
リ
不
勤
也
、
法

皇
ヘ
モ
禁
中
ヘ
モ
御
礼
申
上
ル
也
、
法
皇
ヘ
ハ
翌
日
致
伺
公
申
上
、
禁

中
へ
御
半
ニ
テ
御
免
也
、
則
長
橋
迄
御
礼
申
也
、
伝
奏
辞
退
以
後
御
番

飛
大
雅
ー
・
予
御
免
也
、
承
相
ニ
テ
モ
ナ
ク
候
二
、
御
免
添
存
候
由
申

上
ル
也
、
達
而
申
セ
ハ
飛
大
江
当
ル
ニ
ヨ
リ
御
請
申
タ
ル
也
、
…
…
（
中

略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
豊
卿
係

　
　
　
右
、
正
親
町
前
大
納
言
実
豊
卿
職
方
之
聞
書
、
従
当
実
連
朝
臣
借
用
、

　
　
　
令
謄
写
校
合
徹
融
薪
畢
、

　
　
　
　
　
寛
保
元
年
初
冬
晦
　
　
　
　
権
大
納
言
長
忠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
、
史
料
の
傍
線
部
は
筆
者
が
付
し
た
）

　
右
の
記
述
か
ら
、
次
の
①
～
⑤
の
よ
う
な
こ
と
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

る
。①

従
来
、
天
盃
頂
戴
は
な
か
っ
た
が
、
伏
見
宮
か
ら
即
位
し
た
後
花
園
天
皇

　
が
自
己
へ
の
求
心
力
を
高
め
よ
う
と
、
内
々
衆
を
呼
び
寄
せ
天
盃
を
と
ら
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せ
る
行
為
に
及
ん
だ
。

②
正
親
町
天
皇
の
在
位
（
一
三
五
七
～
八
五
年
）
ま
で
、
「
名
家
」
の
者
は
、

　
御
前
に
て
相
伴
し
、
料
理
を
も
ら
う
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、
後
場
成
天
皇

　
の
在
位
か
ら
外
戚
に
よ
っ
て
「
万
里
小
路
」
が
相
伴
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

③
後
花
園
天
皇
の
在
位
（
一
四
二
八
～
六
四
年
）
ま
で
、
「
今
」
（
寛
文
四
年
）

　
の
よ
う
に
、
院
参
衆
と
禁
裏
小
番
に
つ
く
者
と
が
区
別
さ
れ
て
お
ら
ず
、

　
禁
裏
小
番
の
非
番
時
に
「
御
情
ニ
テ
」
院
の
加
番
を
勤
め
た
。
小
番
と
は
、

　
大
番
に
対
す
る
称
で
あ
り
、
「
小
勢
ニ
テ
勤
御
番
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

　
大
臣
・
六
位
以
下
の
者
た
ち
が
勤
め
る
こ
と
の
な
い
小
番
に
な
っ
た
。

④
堂
上
の
殿
上
人
が
十
五
才
か
ら
禁
裏
小
番
を
勤
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

　
後
陽
成
天
皇
の
在
位
（
一
五
八
六
～
一
⊥
ハ
一
一
年
）
か
ら
始
っ
た
。

⑤
武
家
伝
奏
の
禁
裏
小
番
の
免
除
は
、
後
光
明
天
皇
の
在
位
（
一
六
四
三
～

　
五
四
年
）
の
頃
か
ら
始
ま
り
、
（
後
水
尾
天
皇
の
在
位
時
）
三
条
西
実
条
・

　
中
院
通
村
は
小
番
に
勤
仕
し
、
（
明
正
天
皇
の
在
位
時
）
三
条
西
実
条
は
小

　
番
を
勤
め
ず
、
日
野
資
勝
は
勤
仕
し
、
（
後
光
明
天
皇
の
在
位
時
）
今
出
川

　
経
季
・
飛
鳥
井
雅
宣
・
清
閑
寺
共
房
・
野
営
定
逸
は
小
番
御
免
、
（
後
西
・

　
霊
元
天
皇
の
在
位
時
）
勧
修
寺
経
広
・
飛
鳥
井
雅
章
・
正
親
町
実
豊
は
小

　
番
御
免
と
な
り
、
「
今
」
（
寛
文
四
年
当
時
）
は
伝
奏
か
ら
院
評
定
ま
で
も

　
小
番
を
免
除
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
ず
右
の
①
～
⑤
に
つ
い
て
は
、
一
つ
ひ
と
つ
を
史
料
批
判
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
⑤
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
史
実
と
し
て
確
認
を

行
う
こ
と
が
で
き
、
こ
の
史
料
が
一
方
的
な
立
場
か
ら
の
み
記
述
さ
れ
た
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

③
に
つ
い
て
は
、
明
石
氏
が
根
拠
を
示
し
て
い
な
い
も
の
の
、
「
武
家
の
担

当
す
る
大
番
が
内
裏
門
番
役
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
禁
裏
小
番
衆
は
天
皇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

の
近
辺
お
よ
び
内
侍
所
の
警
固
を
お
こ
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
」
と
記
し
て

い
る
こ
と
と
は
異
な
る
理
解
が
示
さ
れ
、
「
小
勢
ニ
テ
勤
御
番
」
が
禁
裏
小
番

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
、
禁
裏
小
番
の
語
の
本
質
的
理
解
が
示
さ
れ

て
い
る
。

　
ま
た
、
①
～
③
を
踏
ま
え
る
と
、
後
花
園
天
皇
の
在
位
ま
で
、
禁
裏
・
仙

洞
小
番
の
区
分
が
未
分
離
で
あ
っ
た
が
、
後
土
御
門
天
皇
の
代
、
禁
裏
小
番

に
一
本
化
さ
れ
、
さ
ら
に
内
々
・
外
様
小
番
の
二
形
式
と
な
っ
て
い
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
が
、
こ
の
こ
と
は
表
1
を
参
照
す
れ
ば
、
先
行
研
究
の
理
解
と

も
照
合
で
き
る
。
お
そ
ら
く
は
③
の
記
述
に
つ
い
て
も
、
概
ね
信
愚
性
が
高

い
も
の
と
考
え
て
よ
い
か
と
思
う
。

　
①
に
つ
い
て
は
、
天
盃
そ
の
も
の
の
歴
史
的
考
察
を
必
要
と
す
る
も
の
の
、

崇
光
院
流
の
後
花
園
天
皇
（
彦
仁
）
の
場
合
、
自
己
へ
の
求
心
力
を
高
め
よ

う
と
、
内
々
衆
に
天
盃
を
と
ら
せ
、
後
光
厳
流
の
後
小
松
院
の
後
継
者
と
し

て
、
称
光
天
皇
の
死
後
に
皇
位
を
継
い
で
お
り
、
か
た
や
将
軍
義
教
に
よ
る

睨
近
衆
の
形
成
が
進
む
一
方
、
こ
う
し
た
異
例
の
継
嗣
は
、
後
花
園
天
皇
が

自
己
に
対
す
る
求
心
性
を
一
層
求
め
、
禁
裏
小
番
の
再
編
と
と
も
に
「
御
前

番
」
を
生
み
出
す
背
景
と
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
動
き
は
、
池

氏
の
研
究
成
果
と
関
連
し
、
②
の
後
陽
成
天
皇
の
代
に
は
、
「
名
家
」
が
御
前

に
相
伴
し
て
料
理
を
も
ら
う
こ
と
に
な
り
、
さ
ら
に
は
禁
裏
小
番
衆
が
外
戚
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表2．禁裏小番の変遷②

内　　　々 外　　　様

元号 西暦 天皇 番 人数 25才以下の小番衆 番 人数 25才以下の小番衆 典　　　　拠

長享2 1488 後土御門 6 16
万里小路賢房（23）、五条為学

i17）、庭田重経（24）
10 45

　、、行季（13エ広司・光（1融
G丸冬光（16）、中院通世（24）、＝条実香20、鷲尾隆康4 実隆公記

文亀2 1502 後柏原 6 17 鷲尾隆康（8） 10 29
四　隆永（25、在’州）、柳原
葬閨i8、在国）、日野高光（内wカ、14

宣胤卿記

永正元 1504 後柏原 6 17
鷲尾隆康（10）、五辻諸仲（18）、

R科言綱（19）
10 31

柳原資定（10）、日野内光（16）、

ﾔ山院忠輔（22X久我建言（18）
実隆公記・宣胤卿記

永正15 1518 後柏原 10 39
木造俊茂（24）、柳原資定（24）、

ｽ松資遠（24）、高倉永家（23）
宣胤卿記

大永6 1526 後奈良 6 18 広橋兼秀（21）
　隆公記、言継卿記、

�?L、後奈良天皇震

L、惟房公記

大永7 1527 後奈良 6 20 広橋兼秀（22） 10 31
久我邦通（21）、高辻長雅（13）、

o小路済俊（22）

言継卿記、二水記、

苴駐a上日記

天文元 1532 後奈良 5 12？

　隆公記、言継卿記、

�?L、後奈良天皇震

L、惟房公記

天文8 1539 後奈良 10 30
高辻長雅（25）、町資将（22）、

?@通為（23）、久我晴通（21）、

@室頼房13
小番交名

天文10 1541 後奈良 10 29
町資将（24）、中院通為（25）、

v我晴通（23）、葉室頼房（15）
小番交名

天文13 1544 後奈良 5 16？
庭田重保¢似滋野井公古②詠

ﾜ辻為仲（15）

実隆公記、言継卿記、
�?L、後奈良天皇震
L、惟房公記

天文17 1548 後奈良 5 15
高倉鶴寿i丸（1砥庭田重保（24エ

ﾜ辻為仲（19）
10 27 葉室頼房（22）

実隆公記、言継卿記、二

?L、後奈良天皇震記、

ﾒ房公記、小番交名

天文19 1550 後奈良 5 14 高倉範信（16）、五辻為仲（21）

実隆公記、言継卿記、

�?L、後奈良天皇農

L、惟房公記

永禄7 1564 正親町 5 19 正親町実彦（17）、白川雅英（10） 言継卿記

天正3 1575 正親町 5 17
広橋兼勝（18）、万里小路充房

i14）、高倉範國（14）、白川雅

@21、正　町実彦23

10 23
五条為名（2み正親町三条公仲（18）、

O条公宣（7）、西洞院時通（24）、冷

�ﾗ満（17）、大炊御門経頼（21）

言経卿記

天正7 1579 正親町 5 15
広橋兼勝（22）、万里小路充房

i18）、高倉範國（18）、白川雅

ｩ25、　　通　24

9 18

正親町三条公仲（22X日野輝資（25）、西

?寰ﾀ益（20）、久我季通（15）、中御門宣

�i11）、冷泉為満（21）、大炊御門経頼（25）

言経卿記

慶長4 1599 後陽成 5 18
三条西実条（25）、＊高倉千地丸

i永慶：9）、正親町三条実助（12）、

l辻季継（19）、庭田重定（23）、

5 26

藤波種忠（13）、竹内孝治（14）、徳大寺実久

i17）、柳原資俊（16）、阿野実顕（19）、六条有

ｴ（25）、坊城俊昌（18）、三条公広（23）

言経卿記

慶長5 1600 後陽成 9 18

正親町三条実助（13）、四辻秀

p（20）、庭田重定（24）、甘露

寥o遠（25）、持明院基久（13）、

鮪R科言緒（24）、

9 28

藤波種忠（14）、竹内孝治（15）、徳大寺実

v（18）、柳原資俊（17）、阿野実顕（20）、

V城俊昌（19）、＊飛鳥井雅賢（17）、日野資

氈i24）、三条公広（24）、＊西洞院時直（17X＊西園寺公益19、嶋丸光広22

言経卿記、世上騒動に

ﾁき加番

慶長12 1607 後陽成 5 22
滋野井冬隆（22X正親町三条実有（21玉

?@通村（20）、今出川宣季（14）、万

｢小路孝房（16）、藪嗣良（15）

6 31
堀川康満（16）、柳原業光（13）、

|内孝治②み飛鳥井宗勝⑦毎
ｴ閑寺共房（19）、竹屋光長（12）

言経卿記

寛永11 1634 明正 5 31 5 33 資勝卿記

寛永12 1635 明正 4 16
藪嗣孝（17）、松木宣順（24）、正親

ｬ実豊（17）、正親町三条公高（17）、

t室頼業（21）、中御門宗信（18）

4 21
七　隆修（24）、大炊御門経敦

i23）、千種有能（21）、四条隆

P衝25

日野大納言資勝卿記抄

寛永18 1641 明正 5 25
藪嗣孝（23）、三条西実教（23）、

?﨣氈i20）、正親町三条公高
Q3

5 36 久我広通（16）、久世益道（17） 横田信義個人蔵史料
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と
な
っ
て
近
臣
集
団
を
形
成
し
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

④
に
関
し
て
は
、
前
頁
の
表
2
を
見
て
み
た
い
。
表
2
は
、
十
五
世
紀
末
～

十
六
世
紀
前
半
の
禁
裏
小
番
の
番
組
表
の
記
載
が
確
認
で
き
る
史
料
を
も
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

に
、
そ
の
変
遷
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
2
に
は
、
内
々
・
外
様
別
に
そ

の
番
数
と
人
数
、
二
十
五
歳
以
下
の
公
家
の
場
合
に
は
氏
名
を
記
入
し
た
。

そ
し
て
、
氏
名
の
次
の
（
）
内
に
は
年
齢
を
記
し
、
＊
の
付
し
た
者
は
父

子
で
禁
裏
小
番
に
勤
務
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
者
で
あ
る
。
こ
の
表
を
見

る
と
、
十
五
世
紀
後
半
以
降
、
内
々
・
外
様
小
番
が
そ
れ
ぞ
れ
五
番
十
五
～

二
十
名
程
、
十
番
二
十
～
三
十
名
程
の
編
成
で
推
移
し
、
十
六
世
紀
末
以
降

に
五
番
二
十
名
前
後
、
五
番
二
十
～
三
十
名
の
編
成
と
な
っ
て
い
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。

　
そ
し
て
④
の
事
実
確
認
と
し
て
は
、
十
五
世
紀
末
の
禁
裏
小
番
に
も
、
十

五
歳
以
前
の
若
い
公
家
、
見
が
禁
裏
小
番
に
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
後
陽
成

天
皇
か
ら
始
ま
っ
た
と
す
る
事
実
の
確
認
を
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
た
だ

後
陽
成
天
皇
の
代
に
は
、
そ
れ
ま
で
と
は
異
な
り
、
十
五
歳
以
下
の
者
も
含

め
た
若
い
公
家
が
内
々
・
外
様
小
番
に
積
極
的
に
多
数
編
入
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
顕
著
に
読
み
取
れ
、
父
子
と
も
に
禁
裏
小
番
に
つ
と
め
る
こ
と
と
な
っ

た
実
態
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
禁
裏
小
番
の
番
組
表
が
ど
こ
ま
で
実
態
を
伝

え
て
い
る
か
、
別
途
検
討
が
必
要
と
さ
れ
る
が
、
慶
長
期
に
お
け
る
、
若
公

家
の
禁
裏
小
番
の
編
入
が
④
の
記
述
の
背
景
と
な
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。　

こ
う
し
た
点
で
は
、
②
の
記
述
と
あ
い
ま
っ
て
、
「
名
家
」
を
中
心
と
す
る

実
務
官
僚
の
公
家
た
ち
が
そ
の
子
息
と
と
も
に
禁
裏
小
番
に
組
み
込
ま
れ
、

天
皇
の
近
臣
集
団
と
し
て
重
用
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

　
す
で
に
本
田
慧
子
氏
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
「
宣
順
卿
記
」
慶
安
四

年
正
月
十
日
条
に
は
「
当
家
近
臣
当
時
内
≧
ト
云
之
事
、
自
故
大
納
言
殿
資

胤
卿
、
子
細
ハ
、
故
大
納
言
殿
尚
良
卿
、
自
幼
少
九
歳
童
形
昼
夜
依
召
仕
也
、

本
院
御
三
才
ヨ
リ
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
中
御
門
尚
良
が
後
水
尾
天
皇
に
仕

え
、
子
資
胤
が
幼
少
の
九
歳
童
形
か
ら
昼
夜
召
し
仕
え
て
、
孫
宣
順
は
内
々

衆
（
近
臣
）
と
な
っ
て
お
り
（
中
御
門
は
元
和
七
年
正
月
十
日
に
内
々
と
な
っ

て
い
る
）
、
天
皇
の
見
を
つ
と
め
近
臣
と
な
る
こ
と
で
、
外
様
か
ら
内
々
へ
と

差
替
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

　
ま
た
、
「
後
水
尾
院
当
時
年
中
行
事
」
に
は
、
「
日
野
・
烏
丸
・
柳
原
は
外

様
な
れ
と
、
常
の
御
所
薄
9
噸
握
締
鰍
蟻
皆
に
て
御
対
面
あ
り
、
…
…
是
ハ
外

様
な
か
ら
内
々
を
う
け
た
る
心
な
り
、
此
中
日
野
ハ
武
家
の
伝
奏
に
定
め
ら

れ
て
後
に
内
々
に
お
ほ
し
加
へ
ら
れ
て
右
の
内
に
ハ
い
ら
さ
れ
共
近
き
比
ま

て
の
事
な
れ
ハ
、
三
人
の
名
を
は
あ
け
た
る
な
り
」
（
傍
線
部
は
筆
者
が
付
し

た
）
と
記
さ
れ
、
こ
の
記
述
を
踏
ま
え
る
と
、
後
花
園
天
皇
以
降
正
親
町
天

皇
ま
で
は
譲
位
が
行
わ
れ
ず
（
上
皇
が
不
在
の
な
か
）
、
文
明
年
間
に
内
々
・

外
様
の
二
つ
の
禁
裏
小
番
の
形
式
が
整
い
、
そ
れ
が
固
定
化
す
る
傾
向
に
な

り
、
職
事
出
身
者
を
中
心
と
す
る
天
皇
の
近
臣
の
存
在
が
顕
在
化
し
、
日
野
・

鳥
丸
・
柳
原
は
奥
向
で
の
対
面
を
許
さ
れ
、
外
様
な
が
ら
内
々
の
待
遇
を
受

け
る
と
い
う
近
臣
集
団
を
形
成
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
こ
こ
で
次
の
史
料
2
を
引
用
す
る
。
寛
永
八
（
一
六
三
一
）
年
明
正
天
皇
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と
鳥
丸
光
広
の
対
面
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
さ
れ
て
い
る
内
容
を
、
武
家
伝
奏

日
野
資
勝
が
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

【
史
料
2
】
「
資
勝
卿
記
」
寛
永
八
年
十
一
月
二
十
五
日
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
光
賢
）

長
橋
殿
よ
り
両
人
へ
文
給
候
て
、
烏
丸
中
納
言
は
い
か
に
御
対
面
之
義
御

　
　
　
　
　
　
ハ
ま
　
　
　
ゑ
　

談
合
二
候
間
、
三
条
殿
へ
遣
申
候
、
跡
よ
り
主
水
ヲ
遣
申
、
内
≧
に
て
御

対
面
之
義
候
欺
如
何
可
有
御
座
哉
、
御
対
面
之
様
ニ
ト
申
遣
候
ヘ
ハ
、
三

条
ハ
別
二
御
返
事
申
候
間
、
此
方
よ
り
も
別
所
存
之
通
可
申
入
由
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ザ
　
　
　

長
橋
殿
へ
参
候
て
、
烏
丸
・
予
両
人
之
殊
ハ
昔
よ
り
外
様
に
て
内
々
ヲ
か

け
申
、
御
別
段
ノ
折
節
も
致
伺
公
候
也
、
外
様
衆
ニ
ハ
替
り
申
候
間
、
御

対
面
も
御
座
候
様
ニ
ト
存
候
へ
と
も
、
三
条
被
申
候
通
を
別
段
二
申
入
候

事
如
何
之
間
、
同
前
に
被
仰
入
候
様
ニ
ト
右
京
大
夫
殿
へ
申
候
、
…
…
直

二
烏
丸
中
納
言
殿
へ
参
候
て
、
右
之
様
子
物
語
候
、

三
条
ハ
、
ほ
ん
内
≧
衆
ノ
外
ハ
御
対
面
ハ
御
無
用
候
由
被
申
上
候
、
奏
慶

も
今
度
初
之
事
候
間
、
御
無
用
と
や
、
転
法
輪
も
首
外
様
二
て
内
々
を
か

け
被
申
候
へ
と
も
、
度
≧
ニ
ハ
対
面
ハ
無
之
由
被
申
上
候
也
、
右
之
通
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

候
間
、
権
大
納
言
殿
へ
御
申
入
候
て
、
国
母
様
よ
り
御
理
候
二
可
然
候
ハ

ん
と
申
候
ヘ
ハ
、
則
鳥
丸
中
納
言
国
母
様
へ
伺
公
候
て
御
理
被
申
上
候
て

相
済
、
三
条
殿
ト
長
橋
殿
へ
と
権
大
納
言
よ
り
文
御
や
り
候
、
烏
丸
ハ
外

様
・
内
≧
ヲ
カ
ケ
ラ
レ
、
其
上
泥
近
ノ
事
二
て
、
余
人
ト
ハ
替
候
間
、

対
面
之
様
ニ
ト
、
国
母
様
仰
候
由
二
て
相
済
申
候
へ
共
、

な
く
候
へ
と
も
、
御
対
面
之
由
承
候
、

烏
丸
中
納
言
、
国
母
様
へ
伺
公
之
中
二
、
振
舞
事
相
済
申
候
、 　

　
　
　
　
御

三
条
ハ
未
合
点

中
納
言
束

　
　
　
　
　
つ
　
あ
お
　

　
帯
、
山
科
内
蔵
頭
衣
文
也
、
烏
丸
中
事
三
ツ
盃
参
候
、
酌
三
十
続
甲
斐
三

　
献
如
常
、

　
右
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
寛
永
期
の
烏
丸
・
日
野
は
外
様
で
あ
り
な
が
ら
、
「
内
々
・

外
様
を
掛
け
持
っ
て
」
特
別
な
待
遇
を
得
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
三
条
西

か
ら
は
対
面
無
用
と
主
張
さ
れ
る
が
、
東
福
門
院
の
仰
せ
で
、
「
外
様
で
内
々

を
掛
け
持
ち
、
か
つ
泥
近
衆
と
い
う
こ
と
で
」
烏
丸
の
対
面
は
叶
っ
た
。
日

野
・
烏
丸
の
事
例
は
や
や
特
別
な
点
が
あ
る
が
、
当
該
期
の
場
合
、
内
々
・

外
様
を
兼
ね
る
よ
う
な
存
在
も
留
意
し
て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
こ
れ

は
そ
の
後
、
近
習
・
内
々
・
外
様
小
番
へ
と
確
立
し
て
い
く
過
渡
期
と
も
考

え
ら
れ
、
内
々
・
外
様
よ
り
人
物
を
選
ば
れ
て
近
習
へ
と
登
用
さ
れ
天
皇
の

近
臣
集
団
を
形
成
す
る
前
提
と
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
中
世
に
お
い
て
も
と
も
と
自
ら
の
社
会
を
維
持
・
再
生
産

す
る
一
つ
の
装
置
と
し
て
成
立
し
た
禁
裏
小
番
制
度
は
、
内
々
・
外
様
両
者

の
頻
繁
な
差
替
を
経
な
が
ら
近
世
へ
と
継
承
さ
れ
、
近
世
後
期
に
は
そ
の
区

別
が
固
定
化
し
て
い
っ
た
。
最
後
に
、
江
戸
幕
府
の
も
と
で
禁
裏
小
番
が
い

か
に
適
合
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
っ
た
か
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　
禁
裏
小
番
に
か
か
わ
る
結
改
や
、
勤
務
の
精
励
や
規
則
を
令
す
る
法
制
は

中
世
に
お
い
て
も
、
室
町
将
軍
が
罰
則
を
付
し
て
定
め
て
い
た
（
将
軍
義
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

の
場
合
、
違
反
し
た
者
は
所
帯
の
没
収
な
ど
の
処
罰
を
規
定
し
た
）
。
そ
し

て
、
近
世
に
入
り
、
い
わ
ゆ
る
「
内
々
・
外
様
小
番
掟
」
が
数
度
に
わ
た
っ

て
発
せ
ら
れ
た
が
、
な
か
で
も
注
目
さ
れ
る
法
度
が
慶
長
十
八
（
エ
ハ
一
三
）

年
、
江
戸
幕
府
に
よ
っ
て
発
せ
ら
れ
た
公
家
衆
法
度
で
あ
る
。
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こ
の
法
令
は
、
家
業
へ
の
精
励
（
「
公
家
衆
、
家
≧
之
学
問
、
昼
夜
無
油
断

様
、
可
被
仰
付
事
」
）
と
と
も
に
、
禁
裏
小
番
へ
の
精
勤
（
「
昼
夜
之
御
番
、

老
若
共
二
無
解
怠
相
勤
、
其
外
正
威
儀
相
調
、
伺
候
之
時
刻
、
如
式
目
参
勤

仕
様
、
可
被
仰
付
事
」
）
の
ほ
か
三
か
条
が
発
令
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
『
言

　
　
（
2
4
）

緒
卿
記
』
慶
長
十
八
年
七
月
十
二
日
）
。
禁
裏
小
番
に
か
か
わ
る
条
文
の
「
式

目
」
と
は
慶
長
四
年
八
月
や
同
八
年
九
月
、
同
十
八
年
四
月
に
出
さ
れ
た
内
々
・

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

外
様
に
か
か
わ
る
法
令
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
要
は
朝
廷
側
の
論
理

を
組
み
込
ん
だ
中
世
以
来
の
「
内
々
・
外
様
小
番
掟
」
の
順
守
を
内
包
し
、

末
尾
に
「
右
条
々
相
定
所
也
、
従
五
摂
家
井
伝
奏
、
其
届
有
之
時
、
可
行
武

家
之
沙
汰
者
也
」
と
記
さ
れ
、
摂
家
と
武
家
伝
奏
に
よ
る
朝
廷
統
制
を
規
定

し
、
「
武
家
之
沙
汰
」
1
1
江
戸
幕
府
が
処
罰
を
行
う
と
い
う
こ
と
を
明
記
し
た

も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
元
和
三
（
一
⊥
ハ
一
七
）
年
に
は
公
家
・
門
跡
に
領

地
宛
行
状
が
一
斉
に
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
こ
こ
に
お
い
て
公
家
が
将
軍

か
ら
拝
領
す
る
知
行
と
、
家
業
及
び
禁
裏
小
番
を
含
む
朝
廷
へ
の
勤
役
と
が

不
可
分
の
も
の
と
認
識
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

二
、
中
近
世
の
武
家
睨
近
衆

　
（
一
）
睨
近
衆
に
か
か
わ
る
先
行
研
究

　
　
　
　
（
2
6
）
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

　
明
石
治
郎
氏
・
高
田
星
司
氏
　
・
家
永
遵
嗣
氏
ら
の
研
究
成
果
に
よ
れ
ば
、

公
武
交
渉
に
従
事
す
る
公
家
は
伝
奏
に
限
ら
ず
、
義
満
～
義
教
期
に
お
け
る

家
司
・
家
礼
な
ど
の
側
近
公
家
衆
が
公
武
交
渉
の
担
い
手
と
な
っ
た
こ
と
、

義
政
～
義
材
期
に
お
い
て
は
、
後
土
御
門
天
皇
の
近
臣
が
朝
廷
の
実
務
官
僚

と
し
て
の
役
割
も
担
っ
た
こ
と
、
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
、
朝
廷
の
実
務
官
僚
が
公
武
交
渉
の
遂
行
を
担
っ
た
役
割
が
徐
々
に
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
実
務
官
僚
の
集
団
と
し
て
近
年
着
目
さ

れ
て
い
る
の
が
武
家
泥
近
衆
（
以
下
、
鴫
近
衆
と
す
る
）
で
あ
る
。

　
中
近
世
の
睨
近
衆
を
と
ら
え
る
上
で
の
基
本
的
な
理
解
と
な
っ
て
い
る
の

が
、
次
の
史
料
3
の
記
述
で
あ
る
。
史
料
3
の
記
述
は
、
泥
近
衆
の
起
源
を

義
満
期
に
求
め
て
い
る
が
、
滝
澤
逸
也
氏
は
、
義
持
期
～
義
教
期
に
睨
近
衆

が
他
者
と
の
区
別
が
進
行
し
、
義
政
期
に
そ
の
参
賀
の
日
程
が
固
定
化
し
、
「
内
々
」

を
形
成
し
た
と
し
て
、
実
質
的
に
は
義
教
期
以
降
に
睨
近
衆
が
成
立
し
た
と

　
　
　
　
　
（
2
9
）

と
ら
え
て
い
る
。

　
さ
ら
に
滝
澤
氏
は
、
泥
近
衆
が
「
公
武
融
合
政
治
機
構
」
の
実
務
官
僚
に

あ
て
は
ま
り
、
そ
の
形
成
は
武
家
儀
礼
の
形
成
（
室
町
幕
府
的
階
層
秩
序
の

形
成
）
と
時
を
同
じ
く
し
て
、
将
軍
と
の
親
疎
関
係
に
基
づ
い
て
、
義
持
期

に
「
外
様
（
西
衆
）
」
（
摂
家
・
清
華
）
、
「
内
々
（
東
衆
）
」
（
泥
近
衆
）
の
差

別
化
が
な
さ
れ
た
こ
と
、
泥
近
衆
は
将
軍
の
出
行
に
供
し
将
軍
参
内
時
の
三

献
召
出
し
に
あ
ず
か
り
、
執
奏
申
次
と
し
て
武
家
伝
奏
を
補
佐
し
公
武
交
渉

に
関
与
し
た
こ
と
、
「
公
武
融
合
政
治
機
構
」
の
実
務
官
僚
に
該
当
し
た
こ
と
、

泥
近
衆
の
室
町
第
参
仕
は
、
執
奏
申
次
行
為
や
公
武
交
渉
の
遂
行
、
諸
行
事

の
出
仕
、
文
化
的
な
活
動
、
有
事
に
際
し
て
の
室
町
第
出
仕
な
ど
が
あ
っ
た

こ
と
、
な
ど
を
詳
細
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

【
史
料
3
】
「
雲
上
当
時
砂
」

　
　
　
禁
裡
御
番
之
事
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凡
諸
家
中
毎
日
夜
替
々
御
参
番
あ
り
、
但
近
習
・
内
≧
・
外
様
の
差
別
あ

り
て
、
古
来
内
≧
の
御
家
・
外
様
の
御
家
格
別
な
る
故
に
、
具
に
左
に
記

す
、
近
習
と
云
は
御
前
近
く
参
り
給
ふ
也
、
内
≧
の
中
よ
り
も
、
外
様
の

中
よ
り
も
、
其
人
に
よ
り
て
召
出
さ
る
ン
事
な
れ
ば
、
其
家
に
よ
る
へ
か

ら
す
、
…
…
摂
家
の
御
方
は
、
御
官
位
の
浅
深
御
年
齢
に
よ
ら
す
、
御
参

番
と
云
事
な
く
、
清
華
よ
り
以
下
の
家
≧
参
番
し
給
也
、
然
れ
共
大
臣
に

任
ら
る
ン
の
御
方
、
或
ハ
極
老
の
人
、
又
は
時
議
に
よ
り
、
其
人
に
よ
り

て
、
御
番
御
免
の
御
方
あ
り
、
先
ハ
大
臣
た
る
御
方
ハ
、
御
参
番
な
し
、

…
…
凡
近
習
・
内
≧
の
人
≧
は
、
毎
年
正
月
十
八
日
の
舞
御
覧
…
…
六
月

十
六
日
嘉
祥
…
…
七
月
の
目
出
事
…
…
等
の
時
、
召
さ
る
ン
也
、
…
…
御

勤
番
之
事
、
諸
家
ノ
御
嫡
男
、
元
服
の
後
、
十
五
歳
よ
り
御
参
番
な
り

妹
蔽
漏
謡
礁
経
雛
翫
礎
鞭
館
轡
騰
馳
蝿
勢
燗
藻
准
繋
陽
。
＋

五
歳
に
至
て
、
父
子
御
参
勤
あ
れ
ば
、
方
領
と
い
ひ
て
毎
年
百
俵
宛
拝
領

捌
激
鯵
野
簸
…
…

　
　
ヂ
ツ
キ
ン

　
　
泥
近
衆
之
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
カ

泥
近
衆
と
云
て
、
諸
家
の
中
に
十
七
家
あ
り
、
将
軍
家
へ
む
つ
び
、
ち
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
シ
ャ
ウ
ラ
ク

づ
き
給
ふ
事
な
れ
ば
、
大
樹
公
御
上
洛
な
ど
あ
れ
ば
、
別
し
て
御
執
持
あ

り
、
此
例
に
よ
り
て
、
関
東
よ
り
御
使
京
上
の
時
も
、
御
執
持
あ
る
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
監

兼
又
関
東
御
法
事
鞭
燃
鞭
倣
覇
あ
れ
ば
、
此
家
々
よ
り
、
各
贈
経
奉
納
の
使

ヒ
、
江
府
へ
下
向
し
て
、
大
樹
公
へ
御
目
見
、
白
銀
等
拝
領
し
て
帰
る
、

レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
　
ア
シ
カ
ン

是
晦
近
衆
の
規
模
と
せ
ら
る
ン
也
、
凡
睨
近
の
起
ハ
、
足
利
家
の
将
軍
鹿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ギ
ト
ウ

苑
院
殿
義
満
公
の
こ
ろ
よ
り
は
し
ま
る
歎
、
広
橋
儀
同
難
猷
姫
は
勝
定
院
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

蔽蜥

G
馳
義
の
睨
近
な
り
と
云
事
或
本
に
見
え
た
り
、
豊
臣
太
閤
秀
吉
公
の
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ン
グ

　
菊
亭
の
右
府
晴
季
公
へ
懇
遇
し
給
ふ
は
、
此
類
に
あ
る
べ
か
ら
す
、
す
べ

　
て
将
軍
家
を
奉
称
公
方
も
、
北
山
殿
勲
瀧
鑑
緻
の
こ
ろ
よ
り
い
へ
る
な
る
べ

　
し
、

　
　
日
野
　
烏
丸
　
広
橋
　
柳
原
　
飛
鳥
井
　
高
倉
　
三
条
西
　
勧
修
寺

　
　
⊥
ハ
条
　
四
条
　
堀
川
　
舟
橋
　
梅
園
　
橋
本
　
冷
泉
上
　
山
科

　
　
土
御
門

　
史
料
3
「
雲
上
当
時
紗
」
は
、
泥
近
衆
の
項
に
禁
裏
小
番
の
項
を
並
記
し

て
お
り
、
内
々
・
外
様
の
差
替
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
も
の
の
、
小
番
御

免
や
方
領
の
制
度
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
り
、
禁
裏
小
番
の
基
本
的
な
理
解

に
つ
い
て
一
助
と
な
る
記
述
で
あ
る
。
一
方
、
泥
近
衆
の
項
は
、
後
に
述
べ

る
通
り
、
概
ね
基
本
的
な
理
解
に
つ
い
て
大
幅
な
誤
り
は
認
め
ら
れ
ず
、
や

は
り
泥
近
衆
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
る
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。

　
近
世
の
泥
近
衆
に
つ
い
て
は
、
特
に
慶
長
・
元
和
期
を
中
心
に
藤
井
譲
治

　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

氏
が
分
析
を
行
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
慶
長
八
年
伝
奏
が
徳
川
家
康
の
将
軍
宣

下
御
礼
の
参
内
を
契
機
に
設
定
さ
れ
、
伝
奏
が
近
世
初
期
の
段
階
で
は
幕
府

ひ
と
り
の
も
の
で
は
な
く
、
大
坂
に
も
派
遣
さ
れ
て
お
り
、
伝
奏
の
独
占
が

幕
府
の
課
題
で
、
そ
の
後
「
朝
廷
の
伝
奏
か
ら
武
家
の
伝
奏
へ
」
と
変
容
し

た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
加
え
て
、
藤
井
氏
は
、
咤
近
衆
に
つ
い
て
、
慶

長
八
年
三
月
二
十
五
日
条
の
「
ち
つ
き
ん
の
し
ゅ
う
」
（
『
御
湯
殿
上
日
記
』
）

の
語
を
初
見
と
し
、
徳
川
家
康
参
内
を
契
機
に
設
定
さ
れ
、
そ
の
後
元
和
初

年
ま
で
に
十
四
家
が
成
立
、
将
軍
の
参
内
や
院
参
へ
の
睨
近
衆
の
供
が
慣
例
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化
し
独
占
と
な
っ
た
こ
と
、
睨
近
衆
は
、
家
康
・
秀
忠
に
対
し
年
頭
の
礼
や

八
朔
の
礼
等
に
出
仕
し
、
駿
府
や
江
戸
へ
下
向
し
、
諸
礼
の
世
界
で
他
の
公

家
と
区
別
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
呪
近
衆
の
創
出
が
幕
府
に
よ
る
公
家
衆
の
分

断
策
と
な
っ
た
こ
と
、
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
藤
井
氏
の
指
摘
の
と
お
り
、
例
え
ば
、
『
慶
長
日
件
録
　
第
一
』
慶
長
十
年

四
月
十
日
条
を
見
る
と
、
将
軍
参
内
時
に
は
唐
門
の
外
ま
で
送
迎
し
て
雇
従

し
、
御
前
に
お
け
る
将
軍
の
酌
を
受
け
る
「
御
通
」
に
は
睨
近
衆
の
み
が
招

か
れ
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

　
寛
永
期
以
降
の
睨
近
衆
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
拙
稿
で
検
討
し
た
が
、
そ

の
結
果
、
次
の
諸
点
を
明
ら
か
に
し
た
。

①
寛
永
期
に
三
条
西
・
橋
本
・
堀
川
・
梅
園
の
四
家
が
加
わ
り
、
泥
近
衆
十

　
七
家
と
し
て
確
定
し
た
。

②
四
代
将
軍
家
綱
以
降
、
泥
近
衆
の
活
動
と
し
て
確
認
で
き
る
の
は
、
将
軍

　
慶
弔
時
の
書
状
や
贈
経
奉
納
な
ど
の
儀
礼
が
中
心
で
、
将
軍
宣
下
の
際
に

　
は
、
六
代
家
宣
以
降
、
祝
儀
と
し
て
江
戸
へ
書
状
を
送
っ
た
（
五
代
綱
吉

　
の
時
は
送
ら
ず
）
。

③
将
軍
死
去
に
と
も
な
う
睨
近
衆
の
儀
礼
は
、
三
代
家
光
1
1
贈
経
と
書
状
と

　
を
同
時
に
送
っ
た
、
四
代
家
綱
H
武
家
伝
奏
と
同
様
に
ま
ず
書
状
を
送
り
、

　
後
に
贈
経
奉
納
し
た
、
五
代
綱
吉
”
泥
近
衆
二
組
で
老
中
・
若
年
寄
・
側

　
衆
・
高
家
に
対
し
て
書
状
を
出
し
、
そ
の
後
贈
経
を
送
り
、
将
軍
の
位
牌

　
を
納
め
た
養
源
院
へ
の
参
詣
・
焼
香
を
行
っ
た
、
六
代
家
宣
H
泥
近
衆
二

　
組
で
老
中
・
若
年
寄
・
側
衆
・
高
家
に
対
し
て
書
状
を
出
し
、
そ
の
後
贈

　
経
を
送
り
、
養
源
院
へ
の
参
詣
を
行
っ
た
。

④
将
軍
法
事
に
と
も
な
う
睨
近
衆
の
儀
礼
は
、
家
綱
十
七
回
忌
や
綱
吉
三
回

　
忌
な
ど
、
贈
経
奉
納
の
使
者
を
差
下
す
先
例
も
あ
っ
た
が
、
後
に
幕
府
側

　
か
ら
家
宣
一
回
忌
法
事
の
贈
経
奉
納
が
提
案
さ
れ
る
と
、
納
経
の
経
済
的

　
負
担
も
重
い
こ
と
を
理
由
に
贈
経
奉
納
を
回
避
す
る
願
い
が
出
さ
れ
た
が
、

　
結
局
、
贈
経
奉
納
を
行
う
こ
と
と
な
り
、
幕
府
側
が
慣
例
を
無
視
し
て
泥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

　
近
衆
の
儀
礼
を
積
極
的
に
そ
え
よ
う
と
す
る
事
例
も
見
ら
れ
た
。

　
以
上
の
先
行
研
究
を
勘
案
す
る
と
、
次
頁
の
表
3
の
ご
と
く
ま
と
め
る
こ

と
が
で
き
る
。
す
で
に
一
章
で
も
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、
名
家
・
羽
林
の

公
家
が
禁
裏
小
番
衆
の
中
心
と
な
り
、
か
つ
天
皇
の
近
臣
を
構
成
す
る
一
方

で
、
大
坂
方
（
公
家
の
秀
頼
へ
の
参
向
が
継
続
し
て
い
た
こ
と
）
と
の
緊
張

関
係
を
も
つ
徳
川
家
康
は
、
天
皇
の
意
思
決
定
に
か
か
わ
り
、
朝
廷
の
事
務

に
携
わ
り
、
儀
式
の
役
儀
を
担
う
近
臣
ら
と
交
流
し
、
か
つ
室
町
期
に
行
わ

れ
た
儀
礼
を
踏
襲
し
つ
つ
彼
ら
を
咤
近
衆
と
し
て
編
成
す
る
こ
と
で
、
朝
廷

と
の
様
々
な
通
路
を
築
い
た
。
そ
の
結
果
、
近
世
に
お
け
る
泥
近
衆
の
儀
礼
1
1

将
軍
参
内
時
の
泥
近
衆
の
供
や
三
献
召
出
・
御
通
、
贈
経
奉
納
な
ど
は
、
中

世
の
泥
近
衆
の
儀
礼
を
踏
襲
し
た
の
で
あ
る
。

　
第
一
章
と
同
様
に
、
泥
近
衆
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
て
、
幾
つ

か
の
検
討
す
べ
き
点
に
つ
い
て
、
次
節
で
若
干
の
考
察
を
行
う
。

　
（
二
）
武
家
泥
近
衆
の
制
度
と
変
遷
に
つ
い
て
の
若
干
の
考
察

　
ま
ず
織
豊
期
に
お
け
る
泥
近
衆
の
問
題
が
あ
る
。
一
般
的
に
は
信
長
も
秀

吉
も
、
室
町
期
の
睨
近
衆
を
自
ら
の
睨
近
衆
と
し
て
は
扱
っ
て
い
な
か
っ
た
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表3．中近世の咤近衆の変遷

年　代 天　皇 将　軍 できごと 典　　拠

③義満 義満に従う曙近衆の始まり 雲上当時紗

④義持 広橋兼宣が義持の泥近であった 雲上当時紗

応永29（1422） 称光 ④義持 摂家・清華家に対する「近習」の存在が確認できる 康富記

正長元（1428） 称光 （空位） 参賀儀礼における内々・外様の区分が見出せる 建内記

長禄2（1458） 後花園 ⑧義政 　　　　　　　　　　　　　　．u細々伺公之人」：日野・三条・烏丸・飛鳥井・広 長禄二年以来申

橋・中山・高倉・白川→泥近衆の三献召出が義政 次記

期に定例化した

延徳元（1489） 後土御門 ⑨義煕 義尚の葬礼に「泥近之衆」が加わっている 宣胤卿記

永正5（1508） 後柏原 ⑪義澄 室町第で行われる猿楽に「眠近衆」が召し出されている 実隆公記

永正14（1517） 後柏原 ⑩義植 義植第へ討ち入りの風聞により睨近衆が馳せ参じる 二水記

大永3（1523） 後柏原 ⑫義晴 義晴の参内始にあたり泥近衆が三献にあずかり、上 二水記

冷泉も加わる

永禄4（1561） 正親町 ⑬義輝 「根本直近」：日野・広橋・鳥丸・三条・飛鳥井・ 後鑑

高倉。上冷泉は「近代譜代」。

永禄11（1568） 正親町 ⑮義昭 参内始の三献に睨近衆が召し出される 御湯殿上日記

一一一一一一一響一一一 一一一一一一一 幽一一一一一一 需曹一一一一一一一一幽一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一一藺一冒一糟一一一一一一一一一一一

慶長8年（1603） 後陽成 ①家康 家康参内。武家伝奏が案内、「ちつきんしゆう（泥 御湯殿上日記

近衆）」は三献召し出しあり（3／25条）←

寛永18（1641） 明正 ③家光 三条西実教が泥近衆に加えられる 徳川実紀

寛永21（1644） 後光明 ③家光 橋本実村・堀川麟レ梅園実清が泥近衆に加えられる 徳川実紀

→　泥近衆17家が確定

文久3（1863） 孝明 ⑭家茂 「泥近衆」の称が廃止となる 孝明天皇紀

　
　
　
（
3
4
）

よ
う
だ
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
少
し
整
理
を
行
っ
て
お
き
た
い
。

　
ま
ず
立
花
京
子
氏
は
、
信
長
の
出
陣
に
従
う
事
例
か
ら
考
え
て
、
「
陣
参
の

公
家
衆
」
「
信
長
節
朔
衆
」
「
砥
候
衆
」
ら
の
公
家
衆
を
、
信
長
と
泥
近
衆
と

の
主
従
関
係
を
未
考
察
と
前
置
き
し
つ
つ
も
、
「
信
長
睨
近
衆
」
と
呼
称
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

こ
と
が
可
能
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。
立
花
氏
は
、
足
利
義
昭
の
睨
近
衆
が
信

長
の
睨
近
衆
に
取
り
込
ま
れ
た
と
と
ら
え
、
出
陣
し
た
信
長
に
随
っ
た
と
し

て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
に
結
論
づ
け
る
に
は
、
も
と
も
と
武
家
儀
礼
の
形
成

と
の
か
か
わ
り
で
成
立
し
て
き
た
鴫
近
衆
に
つ
い
て
、
信
長
と
泥
近
衆
と
の

儀
礼
関
係
に
つ
い
て
十
分
な
検
討
を
経
る
必
要
あ
る
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
伊
藤
真
昭
氏
は
、
参
内
時
の
指
南
役
と
な
り
故
実
家
の
菊
亭
を
は

じ
め
、
勧
修
寺
・
中
山
・
日
野
・
高
倉
の
五
人
が
、
秀
吉
に
相
伴
を
許
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

た
「
『
秀
吉
咤
近
衆
』
と
で
も
い
う
よ
う
な
存
在
」
と
述
べ
て
い
る
。
た
し
か

に
豊
臣
秀
吉
の
参
内
時
に
雇
従
し
、
そ
の
他
の
公
家
を
排
除
す
る
中
で
務
め

を
果
た
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
室
町
将
軍
の
泥
近
衆
の
儀
礼
や
役
割
に
つ
い

て
、
な
お
十
分
な
比
較
検
討
を
必
要
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
矢
部

健
太
郎
氏
は
、
秀
吉
と
公
家
衆
と
は
主
従
関
係
が
存
在
せ
ず
、
公
家
衆
の
政

治
力
保
有
を
否
定
す
る
べ
く
、
今
出
川
晴
季
が
伝
奏
（
勧
修
寺
晴
豊
・
中
山

親
綱
）
に
加
わ
っ
て
（
『
御
湯
殿
上
日
記
』
天
正
十
四
年
二
月
二
日
条
）
、
豊

臣
政
権
の
「
豊
臣
伝
奏
」
が
成
立
し
、
こ
れ
は
「
天
皇
使
節
」
と
し
て
活
動

す
る
公
家
衆
が
「
豊
臣
伝
奏
」
に
一
本
化
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
述
べ

　
　
（
3
7
）

て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
史
料
3
の
「
豊
臣
太
閤
秀
吉
公
の
、
菊
亭
の
右

府
晴
季
公
へ
懇
遇
し
給
ふ
は
、
此
類
に
あ
る
べ
か
ら
す
」
と
い
う
記
述
1
1
菊
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表4．『徳川実紀』における睨近衆

一　　目Y77 月日 鴫近衆の記事 備考

慶長8 3．25
禁廷唐門に公卿出迎られ。泥近衆は直に従ひて長橋にいらせ
轤驕B

家康将軍宣下拝賀として参内

慶長9 6．10 泥近の月卿雲客御道にむかへ奉る 家康伏見城から二条城へ移る

元和元 閏6．21
御所御参内により。つとめて広橋・・・…　はじめ。泥近
ﾌ上達部殿上人みな伏見にまかりて供奉つかまつる。

元和3 6．晦 伝奏の公卿　院の御使。其外泥近の公卿皆参謁す。 秀忠上洛。伏見にて謁見。

元和9 6．25
諸大夫井布衣の侍。烏帽子着の輩若干・・・…　　泥懇の公

ｨ・・・…　　武家の輩
秀忠参内

元和9 7．13 勅使・・・…　　その外睨近の公卿殿上人 （秀忠）大坂城より二条城に還る

元和9 7．27 勅使・・…　　泥近の公卿 勅使伏見城に参向あり。家光将軍宣下

元和9 8．6
御参内・・・…　　泥近の公卿二条の御所にまうのぼり。・・…　　曙近の公卿御供し

ﾄ。・・・…　　泥近の月卿皆御酒給はり。・・・…　睨近の公卿二条にもうのぼり。
将軍宣下の拝賀。身固の役し

元和9 8．12
両御所猿楽御覧あり。泥近の公卿。三家の方々及び諸大
ｼ・・・…

将軍宣下お祝いの猿楽

寛永3 5．20 伝奏井泥近の公卿殿上人山科御霊辺までいでて道北に躇鋸す。 秀忠入洛

寛永3 7．12
大御所参内。まつ黎明に施薬院へいらせ給ひ。伝奏井泥近の

�ｨここまで御迎に参り。

高倉永慶「御装束を奉り」、土御門泰重「御身固す」、飛鳥井雅

驕u御韓御簾」、勧修寺経広「御沓」、大沢基宥「御太刀」

寛永3 7．30 大御所大坂より二条城に渡らせ給へば。日尼近伝奏の公卿御迎 秀忠大坂より二条城に戻る

寛永3 8．2
御入洛。・・・…　　泥近伝奏の公卿及び在京の諸大名。御迎

ﾆて山科まで出る。
秀忠大坂より二条城に戻る

寛永3 8．5
伝奏・・…　　淀に参りて。御入洛を賀・・・…　　曙近の

�ｨも各参賀し奉る。
秀忠・家光淀城に入る

寛永3 9．6
御所御迎として御参内あり。1尼近の公卿。殿上人各前駆せら
驕B

天皇二条城行幸

寛永7 9．12
中院大納言通村騨。年頃武家の伝奏たりといへども。・・・…　別人に命ぜらるべし。日野大納言資勝卿は暖

ﾟの内にも。父唯心以来こと更心をつくし。つかふまつりしものなれば。伝奏の職にも用ふべしとの御旨なり。
明正天皇即位。武家伝奏の罷免

寛永9 3．朔
公卿拝謁・・…　　勅使・・・…　　院使・・・…　　親王。

ﾛ家。門跡。清華。泥近衆より納経の使は。
秀忠への正一位・台徳院を贈る勅使

寛永9
7．含7 参向の公卿へ凛米百俵つつ。泥近の殿上人へ五十俵つつ遣は

ｳる。
親王・公卿・門跡江戸参向

寛永11 7．12
勅使・・・…　　院使・・…　　二丸に引見・・・…　　泥

ﾟの公卿井国持の輩諸大名各拝謁あり。
家光上洛。勅使二条城に賀す

寛永11 7．18

二条城を出御・・・…　　四足門にて曙近の公卿迎へ奉る・・・…　　御所御酌にて女房長橋までとふし給ふ。

ﾜた咤近の公卿もとをしたまふ。・・・…　　大宮より二条へ御迎・・…　　伝奏。睨近衆も御跡よりまいり。

家光参内。高倉永慶「御衣紋」、土御門泰

d「御身固の役」

寛永11 7．28 伝奏井泥近の衆拝賀せらる。諸大名も同じ

寛永11 閏7．15 伝奏。泥近の公卿及諸大名二丸にて拝賀し奉る

寛永11 8．朔
二条城より施薬院にならせらる。・・・…　三家。四位以上の
蝟ｼ四足門にて拝し奉る。伝奏。泥近。その外公卿殿上人も同じ。

高倉永慶「御衣紋」、土御門泰重「御身固の

�v、日野資勝「御簾」飛鳥井雅宣∫御沓」
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寛永15 正．27
公卿饗応猿楽あり。・・…　　摂家。門跡。華族。泥懇の使者。

熕l等みな饗給ふ。
秀忠七回忌法会、公家参向

寛永15 3．6
参向公卿引見あり。・・…　　泥近衆・・…　　勅使。姫君へ

ﾍ　院使はじめ。睨近衆よりも樽代を捧げらる。
13家が判明

寛永15 3．16
公卿辞見あり。・・・…　年頭勅使・・…　院使・・…

蜍{・・…　泥近・・…　その外使者みな禄かづけらる。
13家が判明’

寛永18 4．27
公卿辞見あり。・・…　　宰相（三条西）実教卿はこと更御前

ﾉめして。泥近衆に召加へらるる旨面命したまふ。
公家参向

正保元 正．28
公卿饗応の猿楽あり。・・…　　摂家。親王。門跡の使銀十枚。時服二襲つつ。清華。伝奏井勧修寺の

G掌等銀十枚。時服二つつ。泥近の使銀十枚つつ。・・…　　橋本三位実村卿泥近を謝し。
秀忠十三回忌。公家参向

正保元 4．11
勅使・・…　院使・…　歳首の儀例のごとし。・・・…
x川宰相康胤卿。梅園中将実清泥近命ぜられしを謝して。

年頭の勅使参向

慶安4 5．23
公卿の旅館に・・・…　　御使し。・・・…　　御幼年といひ且御喪制により。対

ﾊし給はぬ旨のぶ。・・…　　摂家。親王。門跡。清華。泥近衆納経の使。

勅使日光山に臨み、正一位太政大臣、大

Q院を贈る

承応2 5．3
公卿。門跡辞見あり。・・…　摂家井に門跡の使・・…　摂家世子の使・・・…

y門跡の使・・…　　清華の使・・・…　　伝奏。睨近の使は銀十枚。
公家参向

寛文3 5．朔
公卿引見あり。・・…　　両門（妙法院・梶井門跡）の院家。
ﾆ司。医員。摂家。親王。門跡。清花。泥近の使者。・・・…

勅使・院使日光例幣使

延宝8 6．11
其ほか摂録。竹園。門跡。清華。睨近の月卿雲客。みな書写

ﾌ経をおさめ奉らる
家綱法会

天和元 正．23
勅使。　院使はじめ。摂家。親王。門跡。清華。泥近。伝奏
ﾌともがら。各使もて納経せらる。

秀忠五十回忌法会

天和元 正．29
（公卿辞見）摂録。竹園。清華。泥近の使者。伶人等みな拝
ｵ奉り。

天和3 5．朔
（公卿引見）摂録。竹園。門跡。清華。泥近の使井に女五
{。・・・…

元禄13 5．13 （公卿引見）その他摂録。竹園。門跡。清華。泥近。…　　6・・

宝永元 5．13
（公卿引見）摂録。竹園。門跡。清華。泥近の使。伶人。工
lみなもの奉りおがみ奉る。・・・…

正徳2 11．14
勅使をはじめ公卿参堂あり。・・・…　　摂家。宮門跡。清花。

`奏。泥近の月卿雲客仏経を進薦あり。

正徳2 11．15 ・・・… @　清華の使は十枚に二つつ。伝奏。睨近の使は十
№ﾃっ。

正徳3 10．14
（公卿参堂。納経の事あり）お墓にも参拝して退く。次に摂

^。竹園。清華家。ならびに伝奏。泥近の贈経を供せられ。

正徳3 10．18
（公卿登城）摂家。親王。門跡。清花。伝奏。泥近の使。・・…

ﾝな拝し終り。
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亭
は
鴫
近
衆
で
は
な
い
と
の
指
摘
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
豊

臣
秀
吉
の
曙
近
衆
と
い
う
と
ら
え
方
は
慎
重
を
期
す
必
要
が
あ
る
。

　
次
に
近
世
に
お
け
る
泥
近
衆
に
か
か
わ
っ
て
考
察
を
行
う
。
表
4
は
、
『
徳

川
実
紀
』
に
お
い
て
「
睨
近
（
衆
）
」
の
語
句
が
記
載
さ
れ
て
い
る
箇
所
を
抜

粋
し
て
整
理
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
を
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
将
軍
家
光
の
時
代
ま
で
は
、
泥
近
衆
の

頻
繁
な
江
戸
参
向
が
確
認
で
き
る
が
（
例
え
ば
、
寛
永
十
八
年
八
月
の
家
綱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

誕
生
で
は
「
泥
近
衆
大
略
下
関
東
云
≧
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る
）
、
江
戸
参

向
の
公
家
に
対
す
る
幕
府
側
の
儀
礼
・
饗
応
の
制
度
化
や
、
武
家
伝
奏
が
担

う
勅
使
一
行
に
公
家
の
江
戸
参
向
が
一
本
化
さ
れ
る
に
と
も
な
い
、
『
徳
川
実

紀
』
の
記
述
に
お
け
る
江
戸
参
向
の
「
睨
近
（
衆
）
」
の
語
は
、
徐
々
に
姿
を

消
し
、
正
徳
三
（
一
七
＝
二
）
年
の
記
事
が
最
後
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。

　
表
4
の
備
考
欄
に
は
、
泥
近
衆
が
江
戸
に
参
向
し
た
際
に
睨
近
衆
が
将
軍

の
参
内
儀
礼
等
に
お
け
る
役
者
の
衆
と
し
て
候
じ
、
儀
礼
を
整
え
る
役
割
で

特
別
の
待
遇
を
受
け
、
三
条
西
・
日
野
・
土
御
門
が
そ
れ
ぞ
れ
「
御
簾
」
「
御

沓
」
「
御
身
固
」
の
役
者
を
つ
と
め
た
ほ
か
、
烏
丸
の
「
歌
道
」
、
日
野
の
「
御

沓
」
、
飛
鳥
井
の
「
御
韓
・
御
沓
・
御
簾
」
、
勧
修
寺
の
「
御
沓
」
、
上
冷
泉
の

「
御
装
束
・
歌
道
」
、
山
科
の
「
御
装
束
」
、
高
倉
の
「
御
衣
紋
」
な
ど
、
泥

近
衆
が
様
々
な
役
割
を
果
た
す
事
例
が
確
認
で
き
る
。

　
ま
た
、
「
睨
近
衆
の
記
事
」
の
欄
を
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
江
戸
城
に
お

け
る
「
公
卿
拝
謁
」
に
関
す
る
公
卿
集
団
の
記
述
は
、
天
和
元
年
に
代
表
さ

れ
る
よ
う
に
、
「
勅
使
。
院
使
は
じ
め
。
摂
家
。
親
王
。
門
跡
。
清
華
。
睨
近
。

伝
奏
の
と
も
が
ら
」
な
ど
と
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
こ
と
は
、
前
述

の
滝
澤
氏
の
研
究
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
室
町
幕
府
の
公
家
の
格
付
け
1
1
「
摂

家
・
清
華
・
泥
近
」
（
「
外
様
（
西
衆
）
」
、
「
内
々
（
東
衆
）
」
1
1
睨
近
衆
、
と

い
う
差
別
化
）
は
、
江
戸
幕
府
の
公
家
の
格
付
け
1
1
「
摂
家
・
親
王
・
門
跡
・

清
華
・
泥
近
（
衆
）
」
に
反
映
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
公

家
内
部
で
は
、
官
位
官
職
体
系
の
区
分
の
ほ
か
、
摂
家
・
大
臣
・
清
華
・
羽

林
・
名
家
な
ど
の
家
格
の
区
分
、
家
ご
と
に
担
っ
た
家
業
の
区
分
な
ど
、
様
々

な
差
異
が
認
め
ら
れ
る
が
、
幕
府
の
側
が
儀
礼
の
場
に
お
い
て
公
卿
集
団
を

と
ら
え
る
区
分
と
し
て
は
、
室
町
幕
府
の
枠
組
み
を
踏
襲
し
つ
つ
、
摂
家
・

門
跡
、
清
華
と
並
ん
で
「
泥
近
（
衆
）
」
と
い
う
一
つ
の
枠
組
み
を
受
け
継
い

で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
最
後
に
、
次
の
史
料
4
を
引
用
す
る
。
史
料
4
の
寛
永
九
年
正
月
条
は
、

同
年
大
御
所
徳
川
秀
忠
の
死
去
に
と
も
な
う
朝
廷
の
使
者
派
遣
の
件
に
つ
い

て
、
明
正
天
皇
の
使
者
と
し
て
西
園
寺
公
益
前
内
大
臣
、
後
水
尾
上
皇
の
使

者
と
し
て
中
御
門
尚
良
権
大
納
言
、
東
福
門
院
の
使
者
と
し
て
広
橋
兼
賢
中

納
言
、
の
三
名
の
名
前
が
あ
が
っ
た
こ
と
、
後
水
尾
上
皇
の
意
思
と
し
て
は

日
野
資
勝
の
名
前
を
あ
げ
る
が
、
武
家
伝
奏
と
い
う
こ
と
で
除
か
れ
る
べ
き

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
（
結
果
と
し
て
は
正
親
町
三
条
実
有
が
任
じ
ら
れ

た
）
、
東
福
門
院
は
泥
近
衆
の
中
か
ら
広
橋
兼
賢
中
納
言
を
選
出
し
た
こ
と
、

な
ど
を
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
同
年
四
月
条
は
、
江
戸
に
下
向
し
た
公
家

衆
の
江
戸
城
登
城
に
か
か
わ
り
、
岩
倉
具
起
少
将
や
橋
本
実
村
左
少
将
ら
殿
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上
人
が
将
軍
御
前
で
「
殿
上
人
御
相
伴
」
を
受
け
る
こ
と
の
是
非
が
議
論
さ

れ
た
こ
と
を
記
録
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

【
史
料
4
】
「
資
勝
卿
記
」

　
寛
永
九
年
正
月
三
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
1
1
　
忠

平
松
殿
御
出
候
て
　
相
国
様
去
廿
四
日
御
他
界
被
成
候
事
、
…
…
カ
バ

カ
ツ
丹
波
守
・
横
山
五
兵
へ
両
人
、
両
伝
　
奏
ま
て
御
使
に
て
　
将
軍
様

ヨ
リ
仰
ニ
ハ
、
　
相
国
様
種
≧
御
療
治
被
成
候
へ
土
ハ
、
去
廿
四
日
初
夜
過

二
御
他
界
之
事
候
、
御
迷
惑
被
成
候
由
也
、
　
禁
中
　
仙
洞
へ
申
入
候
て

可
然
存
候
ハ
ン
、
両
人
ノ
心
得
に
て
申
入
候
様
ニ
ト
ノ
御
使
也
、
両
人
ノ

御
使
被
帰
候
跡
二
、
防
州
居
残
被
申
候
て
、
江
戸
へ
御
弔
ニ
ハ
　
禁
中
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

リ
ハ
西
園
寺
前
内
府
可
然
由
候
、
又
仙
洞
ヨ
リ
ハ
大
納
言
、
　
国
母
様
ヨ

リ
ハ
中
納
言
可
然
候
也
、
長
橋
殿
御
局
へ
、
右
之
様
子
申
入
候
也
、
次
仙

　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ザ
　
　
　

洞
へ
伺
公
申
、
三
条
・
予
右
之
様
子
申
入
候
処
二
、
摂
政
殿
廊
ノ
左
ノ
間

へ
被
召
候
て
、
江
戸
へ
御
弔
ノ
御
使
之
義
御
談
二
候
間
、
右
之
様
ヲ
申
入

候
ヘ
ハ
、
摂
政
殿
仙
洞
之
御
使
二
拙
子
ヲ
御
ヤ
ト
イ
可
有
由
被
仰
聞
候
間
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ
ま
　

御
請
申
上
候
、
然
者
両
伝
奏
ハ
除
候
て
、
防
州
申
候
間
、
猶
申
聞
候
て
、

御
返
事
可
申
上
候
由
摂
政
殿
ま
て
申
入
候
ヘ
ハ
、
や
か
て
御
返
事
可
申
入

由
也
、
次
　
国
母
様
へ
伺
公
申
候
、
御
弔
申
入
候
、
天
野
豊
前
守
　
国
母

様
ヨ
リ
御
使
ニ
ハ
、
権
大
納
言
殿
御
申
候
ハ
、
泥
近
之
中
、
広
橋
中
納
言

可
然
由
候
也
、
退
出
候
刻
、
山
形
右
衛
門
大
夫
・
中
嶋
主
水
、
板
倉
防
州

へ
遣
申
候
、
何
比
勅
使
之
衆
下
に
て
可
有
之
由
談
合
、
予
又
仙
洞
ヨ
リ
御

使
二
可
被
下
由
被
仰
出
候
、
可
有
如
何
候
也
、
盃
ヲ
尋
申
候
処
二
、
泥
近

第
一
別
而
思
召
故
に
て
可
有
之
間
、
御
請
申
候
へ
と
の
事
也
、

猶
罷
出
候
て
、
可
有
談
合
由
也
、

寛
永
九
年
四
月
廿
九
日

二
三
日
中

　
公
家
大
カ
タ
登
城
候
也
、
…
…
晩
二
吉
良
殿
御
出
候
而
、
殿
上
人
御
相
伴

　
可
有
也
否
を
御
尋
候
也
、
則
書
付
ヲ
し
て
前
内
府
被
遣
わ
候
也
、

　
　
　
殿
上
人
事

　
一
勅
使
　
院
使
　
国
母
御
使
於
　
殿
中
御
本
書
候
儀
者
、
別
段
事
二
候
、

　
　
但
錐
御
本
書
候
、
御
相
伴
之
儀
者
、
其
儀
無
之
様
二
承
候
、

　
一
於
　
殿
中
殿
上
人
御
相
伴
之
事
、
無
之
事
候
歎
、
但
睨
近
者
、
自
人
自

　
　
家
在
之
様
承
及
候
、
於
日
野
家
者
、
本
家
督
理
運
之
様
唯
心
な
と
被
申

　
　
候
、

　
一
惣
別
於
　
殿
中
御
前
不
用
三
方
輩
者
、
御
相
伴
無
之
事
候
歎
、

　
　
　
寛
永
九
年
卯
月
廿
九
日

　
　
右
三
ケ
条
立
候
て
、
吉
良
上
野
介
殿
へ
三
条
殿
御
渡
候
也
、

　
前
半
の
四
月
条
で
は
、
江
戸
城
登
城
に
か
か
わ
る
「
殿
中
殿
上
人
御
相
伴
」

に
つ
い
て
、
日
野
資
勝
が
「
殿
上
人
事
」
を
書
き
付
け
て
三
条
西
実
条
か
ら

吉
良
義
弥
に
渡
し
て
い
る
が
、
日
野
の
主
張
で
は
、
勅
使
・
院
使
・
中
宮
使

で
あ
っ
て
も
将
軍
の
相
伴
は
例
が
な
い
こ
と
、
泥
近
衆
の
場
合
は
「
人
」
や

「
家
」
に
よ
り
特
別
な
待
遇
が
あ
り
、
日
野
輝
資
（
唯
心
）
は
そ
う
し
た
特

別
な
待
遇
を
得
て
き
た
と
聞
い
て
い
る
こ
と
、
将
軍
御
前
で
は
「
三
方
」
を

用
い
な
い
立
場
の
者
は
相
伴
を
受
け
な
い
こ
と
、
な
ど
と
し
て
い
る
。

　
江
戸
幕
府
は
、
室
町
幕
府
に
お
け
る
泥
近
衆
の
儀
礼
を
踏
襲
し
、
将
軍
の

一37一
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参
内
時
に
は
、
先
例
に
基
づ
く
儀
礼
を
行
っ
た
こ
と
は
す
で
に
確
認
を
し
た

通
り
で
あ
る
。
京
都
に
お
け
る
将
軍
宣
下
を
滞
り
な
く
遂
行
す
る
た
め
に
は
、

実
務
官
僚
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
泥
近
衆
ら
の
役
割
は
大
き
く
、
将
軍

と
し
て
の
権
威
を
継
承
す
る
う
え
で
は
、
室
町
将
軍
の
先
例
等
を
睨
近
衆
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

か
ら
大
い
に
学
ぶ
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
徳
川
将
軍
の
上
洛
が
行
わ
れ

な
く
な
っ
た
家
綱
以
降
は
、
将
軍
の
慶
弔
時
に
と
も
な
う
睨
近
衆
と
の
儀
礼

は
、
書
状
や
贈
経
奉
納
を
中
心
に
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
近
世
初
頭
の
泥

近
衆
の
も
つ
儀
礼
の
意
義
は
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
が
、
幕
府
は
近
世
を

通
じ
て
自
ら
の
権
威
づ
け
に
睨
近
衆
を
動
員
し
た
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。
そ

の
点
で
は
、
泥
近
衆
の
枠
組
み
は
、
公
家
の
江
戸
参
向
に
お
け
る
幕
府
側
の

公
家
衆
を
把
握
す
る
枠
組
み
と
し
て
そ
の
後
も
用
い
ら
れ
た
わ
け
で
あ
り
、

史
料
4
の
よ
う
な
記
述
を
勘
案
す
る
と
、
泥
近
衆
に
つ
い
て
は
、
江
戸
城
に

お
け
る
睨
近
衆
の
儀
礼
等
に
つ
い
て
の
分
析
も
今
後
は
必
要
と
さ
れ
る
。

お
わ
り
に

　
本
稿
は
、
多
く
の
先
行
研
究
に
依
拠
し
つ
つ
、
「
禁
裏
小
番
」
と
「
武
家
泥

近
衆
」
に
着
目
し
て
中
近
世
の
移
行
期
の
朝
廷
を
考
察
し
て
き
た
。
そ
し
て

近
世
の
朝
廷
や
公
家
社
会
の
様
々
な
集
団
や
枠
組
み
が
中
世
後
期
の
朝
廷
社

会
の
変
容
を
受
け
継
ぎ
、
江
戸
幕
府
の
も
と
で
再
編
、
ま
た
は
再
生
産
さ
れ

継
続
し
て
い
っ
た
点
に
着
目
し
て
検
討
を
行
っ
た
。

　
も
と
も
と
研
究
の
発
端
は
、
中
世
に
お
け
る
、
「
禁
裏
小
番
」
と
「
武
家
泥

近
衆
」
の
成
立
時
期
が
ほ
ぼ
足
利
義
教
期
と
い
う
同
一
時
期
に
画
期
を
も
っ

て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
二
つ
の
事
項
に
着
目
し
て
、
移
行
期
に
お
け
る
変

容
の
特
色
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
重
要
な
課
題
と
し
た
。

　
中
世
後
期
の
朝
廷
が
自
ら
の
社
会
を
維
持
・
再
生
産
す
る
一
つ
の
装
置
と

し
て
成
立
し
た
「
禁
裏
小
番
」
制
度
は
、
近
世
の
公
家
社
会
に
お
い
て
天
皇
・

朝
廷
へ
奉
公
す
る
役
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
そ
れ
は
幕
府
の
法
令
と
し
て

そ
の
規
制
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
武
家
政
権
に
依
存
し
つ
つ

も
、
し
た
た
か
に
自
ら
の
権
威
を
維
持
す
る
一
つ
の
装
置
と
し
て
機
能
し
た

「
武
家
泥
近
衆
」
の
枠
組
み
は
、
武
家
儀
礼
の
形
成
過
程
に
伴
っ
て
整
い
、

そ
れ
が
近
世
の
公
家
社
会
に
お
い
て
も
再
生
し
て
江
戸
幕
府
の
儀
礼
を
権
威

づ
け
る
一
つ
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
今
後
は
、
各
々
の
実
態
を
さ
ら
に
詳
細
に
分
析
す
る
と
と
も
に
、
特
に
武

家
泥
近
衆
に
つ
い
て
は
、
江
戸
ま
た
は
江
戸
城
に
お
け
る
役
割
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
や
、
幕
末
に
至
る
経
過
と
そ
の
実
態
な
ど
を
究
明
す
る
こ
と
が
必

要
と
さ
れ
て
い
る
。
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1
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近
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家
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〇
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司
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世
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、
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〇
〇
五
年
）
、
山
口
和
夫
「
朝
廷
と
公
家
社
会
」
（
『
日
本
史

　
　
講
座
第
六
巻
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
五
年
）
、
西
村
慎
太
郎
『
近

　
　
世
朝
廷
社
会
と
地
下
官
人
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八
年
）
、
高
橋
博

　
　
　
『
近
世
の
朝
廷
と
女
官
制
度
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
九
年
）
、
拙
著
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『
近
世
前
期
朝
幕
関
係
の
研
究
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
一
年
）
、
神

　
　
田
裕
理
『
戦
国
・
織
豊
期
の
朝
廷
と
公
家
社
会
』
校
倉
書
房
、
二
〇
一

　
　
一
年
、
矢
部
健
太
郎
『
豊
臣
政
権
の
支
配
秩
序
と
朝
廷
』
（
吉
川
弘
文

　
　
館
、
二
〇
＝
年
）
、
拙
著
『
近
世
朝
廷
の
法
制
と
秩
序
』
（
山
川
出
版

　
　
社
、
二
〇
一
二
年
）
な
ど
。

（
2
）
池
享
『
戦
国
・
織
豊
期
の
武
家
と
天
皇
』
（
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
三

　
　
年
）
、
秋
山
喜
代
子
『
中
世
公
家
社
会
の
空
間
と
芸
能
』
（
山
川
出
版
社
、

　
　
二
〇
〇
三
年
）
、
河
内
祥
輔
『
日
本
中
世
の
朝
廷
・
幕
府
体
制
』
（
吉
川

　
　
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年
）
、
菅
原
正
子
『
中
世
の
武
家
と
公
家
の
「
家
」
』

　
　
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年
）
、
佐
々
木
文
昭
『
中
世
公
武
新
制
の

　
　
研
究
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八
年
）
、
小
森
崇
弘
『
戦
国
期
禁
裏
と

　
　
公
家
社
会
の
文
化
史
』
（
小
森
崇
弘
君
著
書
刊
行
委
員
会
、
二
〇
一
〇

　
　
年
）
、
遠
藤
珠
紀
『
中
世
朝
廷
の
官
司
制
度
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一

　
　
一
年
）
、
久
水
俊
和
『
室
町
期
の
朝
廷
公
事
と
公
武
関
係
』
（
岩
田
書
院
、

　
　
二
〇
＝
年
）
、
市
沢
哲
『
日
本
中
世
公
家
政
治
史
の
研
究
』
（
校
倉
書

　
　
房
、
二
〇
一
一
年
）
、
富
田
正
弘
『
中
世
公
家
政
治
文
書
論
』
（
吉
川
弘

　
　
文
館
、
二
〇
一
二
年
）
な
ど
。

（
3
）
水
野
智
之
『
室
町
時
代
公
武
関
係
の
研
究
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇

　
　
〇
五
年
）
、
一
六
八
～
一
六
九
頁
。

（
4
）
明
石
治
郎
「
室
町
期
の
禁
裏
小
番
ー
内
々
小
番
の
成
立
に
関
し
て
ー
」

　
　
（
『
歴
史
』
七
六
、
東
北
史
学
会
、
一
九
九
一
年
）
、
一
六
頁
。

（
5
）
前
掲
注
（
2
）
池
『
戦
国
・
織
豊
期
の
武
家
と
天
皇
』
三
四
～
三
七

　
　
頁
。
ま
た
、
池
氏
は
内
々
・
外
様
の
小
番
の
区
分
は
、
職
務
内
容
か
ら

　
　
天
皇
と
の
私
的
親
疎
を
基
準
と
し
た
家
格
へ
と
変
化
し
、
当
主
に
世
襲

　
　
さ
れ
る
こ
と
が
制
度
化
し
て
い
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
が
、
明
石
治
郎

　
　
氏
は
、
外
様
衆
の
地
位
の
低
下
を
認
め
つ
つ
も
、
「
内
々
・
外
様
は
必

　
　
ず
し
も
家
格
と
は
な
り
に
く
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
」
と
述
べ
て
い

　
　
る
（
前
掲
注
（
4
）
明
石
「
室
町
期
の
禁
裏
小
番
－
内
々
小
番
の
成
立

　
　
に
関
し
て
I
」
、
一
七
頁
）
。

（
6
）
前
掲
注
（
2
）
池
『
戦
国
・
織
豊
期
の
武
家
と
天
皇
』
、
二
〇
八
～

　
　
二
〇
九
頁
。

（
7
）
　
母
利
美
和
「
禁
裏
小
番
内
々
衆
の
再
編
－
後
水
尾
天
皇
側
近
の
動

　
　
向
1
」
（
『
日
本
史
研
究
』
二
七
七
、
一
九
八
五
年
）
。

（
8
）
　
本
田
慧
子
「
近
世
の
禁
裏
小
番
に
つ
い
て
」
（
『
書
陵
部
紀
要
』
四

　
　
一
、
一
九
八
九
年
）
。

（
9
）
拙
稿
「
江
戸
時
代
近
習
公
家
衆
に
つ
い
て
」
（
『
東
京
学
芸
大
学
附

　
　
属
高
等
学
校
大
泉
校
舎
研
究
紀
要
』
一
五
、
一
九
九
〇
年
、
の
ち
『
近

　
　
世
前
期
朝
幕
関
係
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
一
年
に
再
録
）
。

　
　
後
水
尾
法
皇
は
、
寛
文
三
年
霊
元
天
皇
の
即
位
に
際
し
て
、
内
々
・
外

　
　
様
小
番
に
加
え
て
近
習
小
番
を
設
け
、
近
習
・
御
側
衆
（
後
の
議
奏
）

　
　
に
対
し
て
、
近
習
と
し
て
の
心
得
を
発
し
、
か
つ
近
習
衆
の
人
選
を
行

　
　
わ
せ
た
（
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
「
葉
室
頼
業
記
」
寛
文
三
年
二
月
二
日

　
　
条
、
葉
ー
一
〇
〇
四
）
。
山
口
和
夫
「
天
皇
・
院
と
公
家
集
団
－
編
成

　
　
の
進
展
と
近
世
朝
廷
の
自
立
化
、
階
層
制
に
つ
い
て
ー
」
（
『
歴
史
学
研
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究
』
七
一
六
、
一
九
九
八
年
）
は
、
十
七
世
紀
以
降
、
院
御
所
の
群
立

　
　
に
と
も
な
い
、
番
衆
の
拡
充
の
た
め
に
堂
上
新
家
の
取
立
が
進
め
ら
れ
、

　
　
新
旧
＝
二
〇
家
に
倍
増
し
、
後
陽
成
上
皇
以
降
、
禁
裏
小
番
衆
の
ほ
か

　
　
に
固
有
の
院
参
衆
を
も
っ
た
こ
と
な
ど
を
分
析
し
て
い
る
。

（
1
0
）
　
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
、
貴
六
－
六
。

（
1
1
）
　
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
、
四
一
五
六
－
一
七
。

（
1
2
）
　
永
徳
三
（
一
三
八
三
）
年
六
月
二
日
足
利
義
満
が
自
ら
の
命
で
「
内

　
　
裏
小
番
」
を
行
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
家
永
遵
嗣
氏
の
ご
報
告
に
よ

　
　
る
（
家
永
遵
嗣
「
室
町
将
軍
と
伝
奏
ー
足
利
義
満
・
義
持
・
義
教
を
中

　
　
心
に
ー
」
、
二
〇
一
一
年
十
二
月
十
九
日
朝
幕
研
例
会
報
告
）
。

（
1
3
）
　
山
口
和
夫
「
天
皇
・
院
と
公
家
集
団
－
編
成
の
進
展
と
近
世
朝
廷

　
　
の
自
立
化
、
階
層
制
に
つ
い
て
ー
」
（
『
歴
史
学
研
究
』
七
一
六
、
一
九

　
　
九
八
年
）
及
び
村
和
明
「
近
世
仙
洞
御
所
機
構
の
成
立
に
つ
い
て
1
霊

　
　
元
院
御
所
を
中
心
に
ー
」
（
『
史
学
雑
誌
』
＝
七
1
三
、
二
〇
〇
八
年
）

　
　
は
、
禁
裏
小
番
衆
の
み
で
は
な
く
、
霊
元
「
院
政
」
下
の
院
参
衆
に
つ

　
　
い
て
の
分
析
を
行
っ
て
い
る
。

（
1
4
）
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
、
四
五
七
－
六
四
。

（
1
5
）
詳
し
く
は
、
拙
稿
「
宮
内
庁
書
陵
部
所
『
職
方
聞
書
井
覚
書
』
に
つ

　
　
い
て
1
近
世
朝
廷
制
度
の
一
側
面
1
」
（
『
東
京
学
芸
大
学
附
属
高
等
学

　
　
校
大
泉
校
舎
研
究
紀
要
』
二
〇
、
一
九
九
五
年
、
の
ち
拙
著
『
近
世
朝

　
　
廷
の
法
制
と
秩
序
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
に
再
録
）
を
参
照
さ

　
　
れ
た
い
。

（
1
6
）
前
掲
注
（
1
6
）
拙
稿
「
宮
内
庁
書
陵
部
所
『
職
方
聞
書
井
覚
書
』
に

　
　
つ
い
て
1
近
世
朝
廷
制
度
の
一
側
面
I
」
。
で
は
、
こ
の
点
を
さ
ら
に

　
　
検
討
し
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

（
1
7
）
前
掲
注
（
4
）
明
石
「
室
町
期
の
禁
裏
小
番
－
内
々
小
番
の
成
立
に

　
　
関
し
て
ー
」
、
九
頁
。

（
1
8
）
表
2
の
作
成
に
は
先
行
研
究
の
成
果
を
も
と
に
作
成
し
た
が
、
本
文

　
　
で
触
れ
た
研
究
以
外
に
、
次
の
よ
う
な
も
の
も
参
考
と
し
た
。
本
田
訓

　
　
代
「
後
奈
良
朝
の
禁
裏
小
番
に
つ
い
て
」
（
『
学
習
院
史
学
』
三
六
、
一

　
　
九
九
八
年
）
、
神
田
裕
理
「
戦
国
～
織
豊
期
に
お
け
る
朝
廷
内
制
度
ー

　
　
禁
裏
小
番
衆
を
中
心
に
ー
」
（
『
日
本
歴
史
』
⊥
ハ
四
二
、
二
〇
〇
一
年
、

　
　
の
ち
『
戦
国
・
織
豊
期
の
朝
廷
と
公
家
社
会
』
校
倉
量
旦
房
、
二
〇
一
一

　
　
年
に
再
録
）
、
奥
野
友
美
「
戦
国
期
禁
裏
小
番
の
様
相
－
内
々
衆
と
外

　
　
様
衆
の
検
討
を
通
じ
て
ー
」
（
『
白
山
史
学
』
四
三
、
二
〇
〇
七
年
）
、

　
　
横
田
信
義
「
近
世
初
期
の
禁
裏
小
番
の
変
遷
」
（
『
国
史
学
』
一
五
二
、

　
　
一
九
九
四
年
）
。

（
1
9
）
　
前
掲
注
（
8
）
本
田
「
近
世
の
禁
裏
小
番
に
つ
い
て
」
。

（
2
0
）
　
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
、
柳
ー
五
八
四
。

（
2
1
）
　
『
改
定
史
籍
集
覧
　
第
二
七
冊
』
（
近
藤
出
版
、
一
九
四
一
年
）
。

（
2
2
）
　
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
、
二
六
三
－
八
八
。

（
2
3
）
前
掲
註
（
4
）
明
石
「
室
町
期
の
禁
裏
小
番
－
内
々
小
番
の
成
立
に

　
　
関
し
て
l
L
。

（
2
4
）
大
日
本
古
記
録
『
言
緒
卿
記
上
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
）
。
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（
2
5
）
大
日
本
古
記
録
『
言
経
卿
記
』
慶
長
四
年
八
月
二
十
四
日
条
（
岩
波

　
　
書
店
、
一
九
八
八
年
）
、
史
料
纂
集
『
慶
長
日
件
録
　
第
一
』
慶
長
八

　
　
年
九
月
二
日
条
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
八
一
年
）
、
大
日
本
古

　
　
記
録
『
言
緒
卿
記
　
上
』
慶
長
十
八
年
四
月
十
一
日
条
。

（
2
6
）
明
石
治
郎
「
後
土
御
門
天
皇
期
に
お
け
る
伝
奏
・
近
臣
」
（
『
中
世
の

　
　
政
治
と
宗
教
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
四
年
）
。

（
2
7
）
高
田
星
司
「
室
町
殿
の
側
近
公
家
衆
に
つ
い
て
1
応
永
・
永
享
期
を

　
　
中
心
と
し
て
ー
」
（
『
國
學
院
雑
誌
』
九
五
一
九
、
一
九
九
四
年
）
。

（
2
8
）
家
永
遵
嗣
「
足
利
義
満
と
伝
奏
と
の
関
係
の
再
検
討
－
伝
奏
が
義
満

　
　
の
家
礼
で
あ
る
こ
と
の
意
味
l
」
（
『
古
文
書
研
究
』
四
一
・
四
二
、
一

　
　
九
九
五
年
）
。

（
2
9
）
滝
澤
逸
也
「
室
町
・
戦
国
期
の
武
家
泥
近
公
家
衆
1
そ
の
構
成
を
中

　
　
心
と
し
て
」
（
『
国
史
学
』
一
六
二
、
一
九
九
七
年
）
。

（
3
0
）
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
、
一
四
六
－
三
四
一
。

（
3
1
）
藤
井
譲
治
「
江
戸
幕
府
の
成
立
と
天
皇
」
（
『
講
座
・
前
近
代
の
天
皇

　
　
　
2
』
青
木
書
店
、
一
九
九
三
年
）

（
3
2
）
拙
稿
「
近
世
の
武
家
泥
近
公
家
衆
」
（
『
桜
美
林
論
考
　
人
文
研
究
』

　
　
三
、
二
〇
一
二
年
、
の
ち
拙
著
『
近
世
朝
廷
の
法
制
と
秩
序
』
山
川
出

　
　
版
社
、
二
〇
一
二
年
に
再
録
）
。

（
3
3
）
「
日
次
記
」
正
徳
三
年
八
月
二
十
五
日
条
（
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫

　
　
所
蔵
、
古
三
九
ー
六
五
六
）
。

（
3
4
）
神
田
裕
理
「
豊
臣
秀
吉
と
公
家
衆
の
交
流
1
『
参
礼
』
を
通
し
て
ー
」

　
　
（
『
日
本
歴
史
』
六
八
七
、
二
〇
〇
五
年
、
の
ち
『
戦
国
・
織
豊
期
の

　
　
朝
廷
と
公
家
社
会
』
校
倉
書
房
、
二
〇
＝
年
に
再
録
、
四
二
九
頁
）
。

（
3
5
）
立
花
京
子
『
信
長
権
力
と
朝
廷
　
第
二
版
』
（
岩
田
書
院
、
二
〇
〇

　
　
〇
年
）
。

（
3
6
）
伊
藤
真
昭
「
織
豊
期
伝
奏
に
関
す
る
一
考
察
」
（
『
史
学
雑
誌
』
一
〇

　
　
七
ー
二
、
一
九
九
八
年
）
、
七
八
頁
。

（
3
7
）
前
掲
注
（
1
）
矢
部
『
豊
臣
政
権
の
支
配
秩
序
と
朝
廷
』
。

（
3
8
）
「
道
房
公
記
」
寛
永
十
八
年
八
月
二
十
一
条
（
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
、

　
　
九
－
五
＝
九
）
。

（
3
9
）
宮
内
注
書
陵
部
所
蔵
庫
所
蔵
、
二
五
八
－
二
六
。

（
4
0
）
山
本
博
文
『
徳
川
将
軍
と
天
皇
』
（
中
央
公
論
新
社
、
一
九
九
九
年
）
。

（
桜
美
林
大
学
准
教
授
）
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